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千
年
の
都
、

京
都
か
ら
未
来
へ

環
境
保
全
活
動
を
通
し
て

恵
み
豊
か
な
景
色
を

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

●対象期：2019 年度（2019年４月１日〜2020年３月31日）
の事業を中心に、過年度からの継続的な事業や次年度に向
けた事業、将来の見通し・予定等について記載しています。

●発行日：2020 年 10 月

京都市
環境保全活動
推進協会
2019年度
事業報告書

公益財団法人

　

公
益
財
団
法
人
京
都
市
環
境
保
全
活
動
推

進
協
会
（
以
下
、「
協
会
」
と
い
う
。）
は
、

２
０
０
１
年
２
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
協

会
は
現
在
、
京
都
市
の
環
境
学
習
施
設
で
あ

る
京
都
市
環
境
保
全
活
動
セ
ン
タ
ー
（
京

み
や
こエ

コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
。
以
下
、「
エ
コ
セ
ン
」

と
い
う
。）
の
指
定
管
理
業
務
等
を
通
し
て
、

様
々
な
主
体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

り
「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
」
を
目

指
し
て
、
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
報
告
書
は
多
く
の
方
々
に
事
業
の
内
容

や
、
そ
の
果
た
す
役
割
、
成
果
を
わ
か
り
や

す
く
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

作
成
し
て
い
ま
す
。

表紙写真：【右上】市原野学区「守りたい市原野エコマップ製作」   【左上】岡崎フリーマーケット
 【右下】全館イベント「＋未来フェスタ〜プラスチックと私たちの暮らし〜」   【左下】JICA 課題別研修（株）月桂冠見学



2

ミ
ッ
シ
ョ
ン

●
私
た
ち
は
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
と

し
た
、
人
材
育
成
講
座
を
中
心
に
展
開
し
、
環

境
保
全
活
動
を
始
め
る
ベ
ー
ス
を
身
に
付
け
た

人
を
増
や
し
、
実
際
に
活
動
の
場
を
提
供
し
、

自
主
的
に
活
動
を
展
開
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
る
支
援
を
し
ま
す
。

●
私
た
ち
は
、
活
動
す
る
場
が
増
え
る
よ
う
、

京
都
を
中
心
と
し
た
地
域
社
会
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
事

業
者
、
行
政
、
教
育
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

多
く
の
人
材
が
自
主
的
に
活
動
を
展
開
し
、
個

人
や
団
体
の
活
動
の
輪
を
拡
げ
る
こ
と
を
支
援

し
ま
す
。

●
私
た
ち
は
、
様
々
な
場
所
で
展
開
さ
れ
る
新

た
な
環
境
保
全
活
動
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る

た
め
、
育
成
し
た
人
材
が
携
え
、
様
々
な
場
所

で
展
開
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
し
ま
す
。

●
私
た
ち
は
、
多
く
の
場
所
で
環
境
保
全
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
く
た
め
に
、
人
材
育
成
・
支

援
、
活
動
の
場
創
り
、
ソ
フ
ト
開
発
で
得
た
ノ

ウ
ハ
ウ
、
成
果
を
国
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

① 

京
都
に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
に
参

加
・
参
画
す
る
人
の
輪
を
広
げ
、
毎
年
多

く
の
環
境
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

② 

京
都
を
中
心
と
し
た
地
域
社
会
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

事
業
者
、
行
政
、
教
育
機
関
と
の
連
携

を
密
に
し
、
各
主
体
を
有
機
的
に
結
び

つ
け
る
「
ハ
ブ
」
に
な
り
ま
す
。

③ 

活
動
に
活
用
さ
れ
る
環
境
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
の
ソ
フ
ト
開
発
と
普
及
の
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

④ 

私
た
ち
の
活
動
の
成
果
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

世
界
に
発
信
し
、
国
際
的
に
も
環
境
教

育
・
環
境
保
全
活
動
の
推
進
に
働
き
か

け
ら
れ
る
存
在
に
な
り
ま
す
。

①
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め
る

②
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

③
人
材
育
成

④
京
都
の
環
境
保
全
活
動
・
環
境
教
育
の

　

ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
国
・
世
界
へ
波
及

⑤
環
境
学
習
ツ
ー
ル
・

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
力
の
強
化

⑥
発
信
力
の
強
化

協
会
の
概
要

　

公
益
財
団
法
人
京
都
市
環
境
保
全
活
動
推

進
協
会
は
、
持
続
可
能
な
社
会
（
低
炭
素
社

会
・
循
環
型
社
会
・
自
然
共
生
社
会
）
を
実

現
す
る
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
・
教

育
機
関
と
連
携
を
強
め
、
広
く
環
境
保
全
活

動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
に
配
慮

し
た
市
民
の
自
主
的
な
行
動
に
よ
る
地
域
社

会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立

さ
れ
た
法
人
で
す
。

　

こ
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
、「
環
境
意

識
の
普
及
・
啓
発
」、「
環
境
情
報
の
発
信
」、

「
環
境
保
全
に
関
す
る
調
査
・
研
究
」、「
環

境
教
育
及
び
人
材
育
成
」、「
環
境
保
全
の
た

め
の
市
民
・
事
業
者
等
と
の
連
携
・
支
援
」、

「
環
境
意
識
の
向
上
の
た
め
の
国
際
的
な
連

携
・
支
援
」、「
環
境
保
全
活
動
に
関
す
る
施

設
の
管
理
運
営
」
等
を
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
・
教
育
機
関
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
基
づ
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

活
動
に
参
加
・
参
画
す
る
人
を
増
や
し
、

人
と
人
、
様
々
な
団
体
を
つ
な
げ
る
。

環
境
に
配
慮
し
た
市
民
の

自
主
的
な
行
動
に
よ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る

ビ
ジ
ョ
ン

６
つ
の
方
向
性

京都市の環境学習施設「京エコロジーセンター」
指定管理者、「さすてな京都」運営メンバーと
して、環境学習プログラムを提供しています。

環境学習・環境保全活動支援事業

環境学習、環境をテーマにしたワークショップ、
セミナー等へ、当協会の職員を講師として派遣
しています。

講師派遣事業

環境学習施設運営やボランティア制度構築をご検討中の方々向けに、
運営ノウハウの提供や制度設計のコンサルテーションを行います。

その他事業

「エコ学区サポートセンター」「京都市ごみ減量推
進会議」「京のアジェンダ 21 フォーラム」の事
務局として、地域のエコ活動を支援しています。

地域環境活動支援事業

これまでの事業で積み重ねたノウハウを、海外
での環境保全活動推進に役立てるため、研修受
入や技術移転を行っています。

国際事業
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2019年5月11日に行われた「IPCC第49回総会京都市開催記念シンポジウム」で、「1.5℃を目指す京都アピール」が発表された（京都国際会館）

２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２ 

排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　

２
０
１
６
年
に
発
効
し
た
「
パ
リ
協
定
」

は
、
世
界
中
の
国
が
「
産
業
革
命
前
か
ら

の
地
球
の
気
温
上
昇
を
２
℃
よ
り
低
く
保
ち
、

１
．５
℃
以
下
に
抑
え
る
努
力
を
す
る
こ
と
」

「
そ
の
た
め
に
、
21
世
紀
後
半
に
世
界
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
」へ
向
け
、努
力
す
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
京
都
市
と
当
協
会
は
、

２
０
１
９
年
５
月
に
「
１
．５
℃
を
目
指
す
京

都
ア
ピ
ー
ル
」
を
行
い
、
２
０
５
０
年
頃
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
追
求
し
具
体
的
な

行
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
は「
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
」
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
る
団
体
で
す
。
近
年
頻
発

す
る
気
象
災
害
の
甚
大
な
被
害
を
鑑
み
る
と
、

こ
の
社
会
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
に
気
候

変
動
を
最
小
限
に
留
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
そ
の
た
め
に
は
２
０
５
０
年
頃
ま
で

に「
二
酸
化
炭
素
排
出
量
・
実
質
ゼ
ロ
」
の
社

会
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

地域のお祭りで子どもたちと自然エネルギーの学習
（６月２日  下京区豊園学区）

「SDGs × JICA 海外協力隊
～世界の環境問題から私たちの SDGs 実践を考える～」（11 ⺼ 16 日）

特  集

パ
リ
協
定
の

目
標
達
成
に
向
け
て
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南部クリーンセンター環境学習施設「さすてな京都」（10 月 5 日オープン）

エコセン来場者150万人記念（９月10日）

京都市ごみ減量推進会議「岡崎フリーマーケット」
（11月23日）

京のアジェンダ21フォーラムが企業と連携し
環境出前授業（2月18日  京都市立藤ノ森小学校）

１
９
９
８
年
に
発
足
し
、
産
官
学
民
が
連
携

し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
活
動
か
ら
、
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
」、

家
電
製
品
へ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
ベ
ル
表
示
、

祭
り
へ
の
リ
ユ
ー
ス
食
器
導
入
な
ど
、
全
国

の
モ
デ
ル
と
な
る
先
駆
的
な
取
組
を
実
践
し

て
き
た
団
体
で
す
。

　

そ
し
て
、
10
月
５
日
に
は
京
都
市
南
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環
境
学
習
施
設
「
さ
す
て
な

京
都
」
が
新
規
オ
ー
プ
ン
。
当
協
会
を
含
む

３
社
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
、
運
営
者
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
開
館
か
ら
３
月
末
ま
で
に

１
万
４
２
４
名
の
方
々
が
来
場
。
環
境
教
育
に

取
り
組
む
市
民
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
、
来
場

者
に
低
炭
素
型
・
循
環
型
社
会
・
自
然
共
生

社
会
を
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
球
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、

プ
ラ
ザ
（
中
国
・
北
京
市
）
設
立
へ
の
協
力
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
環
境
教
育
支
援
、
海
外
研
修

員
受
入
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
４
月
１
日
、
当
協
会
は
「
京

都
市
ご
み
減
量
推
進
会
議
」「
京
の
ア
ジ
ェ
ン

ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
団
体
統
合
し
ま
し
た
。

　

京
都
市
ご
み
減
量
推
進
会
議
は
１
９
９
６

年
に
発
足
し
、
再
生
紙
推
進
事
業
、
秘
密
書

類
リ
サ
イ
ク
ル
、
ご
み
減
量
講
座
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
活
動
を
実
施
。
ま
た
京

都
市
内
に
２
０
０
以
上
あ
る
「
地
域
ご
み
減

量
推
進
会
議
」
の
活
動
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。
京
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

　

当
協
会
は
設
立
以
来
18
年
間
、
エ
コ
セ
ン

の
運
営
を
通
じ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
年
代
を
対
象
に
、
温
暖
化
防
止
な
ど
を

学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
実
施
を
、
市
民
団

体
、
事
業
者
、
行
政
等
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
続
け
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
９
年
度
、

エ
コ
セ
ン
の
開
館
か
ら
の
累
計
来
館
者
数
は
、

１
５
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
（
９
月
10
日
）。

　

ま
た
、
エ
コ
学
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
通
じ
、
京
都
市
内
の
２
２
２
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
エ
コ
活
動
を
推
進
。
国
際

事
業
で
は
、
私
た
ち
が
京
都
で
育
ん
で
き

た
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
環
境
教
育
」
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
日
中
環
境
技
術
情
報

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
さ
せ
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ

れ
に
は
様
々
な
主
体
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
が
不
可
欠
で
す
。
当
協
会
は
、
３
団
体
が

こ
れ
ま
で
に
醸
成
し
て
き
た
「
大
人
と
子
ど

も
の
つ
な
が
り
」「
産
官
学
民
の
つ
な
が
り
」

「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」「
国
内
外
と
の
つ
な

が
り
」
等
を
充
分
に
生
か
し
て
、
今
後
も
環

境
保
全
活
動
に
参
加
す
る
人
を
増
や
し
、「
人

と
人
を
つ
な
げ
る
活
動
」
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

当
協
会
の
18
年
間
の
歩
み

３
団
体
統
合
と

「
さ
す
て
な
京
都
」開
館
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事
業
実
績  

〜
数
字
で
見
る
２
０
１
９
年
度
〜

　

当
協
会
は
、
地
域
の
エ
コ
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
も
、
地
域
に
職
員
と
環
境

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
向
き
、
出
前
講
座
を
開

い
た
り
、
地
域
住
民
の
方
々
と
エ
コ
イ
ベ
ン

ト
企
画
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
育
成
、
自
治
会
館

エ
コ
改
修
等
に
取
り
組
み
、
多
く
の
方
々
が

活
動
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

エ
コ
セ
ン
の
特
徴
の
一
つ
は
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
存
在
。
人
が
介
在
す
る
魅
力
的
な

施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
度

の
登
録
者
数
は
過
去
最
多
の
２
０
１
名
。
自

ら
環
境
に
配
慮
し
た
暮
ら
し
を
実
践
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
入
館
者
を
温
か
く
ご
案
内

し
ま
す
。

■京エコロジーセンターの入館者数

出前講座 啓発イベント その他 合　計

参加人数 参加人数 参加人数 参加人数
2014 559 1,017 1,089 2,665
2015 1,109 1,407 1,050 3,566
2016 1,080 1,923 1,999 5,002
2017 1,993 2,556 977 5,526
2018 3,212 2,731 2,567 8,510 
2019 3,444 2,668 2,227 8,339 

■地域環境活動に参加された人数

2014 2015 2016 2017 20192018

出前講座 啓発イベント

その他

0

2000

4000

6000

8000

10000

60

80
100

20
40

180

140
160

120

200

20192009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

京エコサポーター
エコメイト

登録者 2009 2010 2011 2012 2013 2014
エコメイト 72 61 55 51 47 42

京エコサポーター 89 87 81 94 108 118
合計 161 148 136 145 155 160

登録者 2015 2016 2017 2018 2019
エコメイト 51 52 55 49 53

京エコサポーター 122 133 136 145 148
合計 173 185 191 194 201

■環境ボランティア登録者数の推移

　

２
０
１
９
年
９
月
10
日
、
エ
コ
セ
ン
開
館

か
ら
の
累
計
入
館
者
数
が
１
５
０
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。
後
半
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
見
学
キ
ャ
ン
セ
ル
が

相
次
い
だ
も
の
の
、
８
年
連
続
で
入
館
者
数

が
９
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
感
染
拡
大
防
止
対
策

と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
等
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

入
館
者
８
年
連
続
９
万
人
超
え

９
月
に
は
累
計
入
館
者
数
が

１
５
０
万
人
を
突
破

職
員
や
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

出
向
い
て
、出
前
講
座
な
ど
を
開
催
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
前
年
と
同
等
を
維
持
。

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
が

初
め
て
２
０
０
名
を
超
え
ま
し
た

2009 2010 2011 2012 2013 2014
全体入館数 80,068 68,881 87,434 96,377 94,546 91,847

団体見学 5,911 6,714 6,026 5,468 6,104 6,091
エコ学習 5,598 4,013 5,219 5,504 4,949 4,794
会議室等 5,280 5,432 4,987 4,807 4,430 4,359

一般来館者 63,279 52,722 71,202 80,598 79,063 76,603

2015 2016 2017 2018 2019
全体入館数 100,701 101,869 93,009 93,491 90,469

団体見学 5,859 5,018 5,517 4,920 3,147
エコ学習 3,944 3,961 4,608 3,383 3,157
会議室等 4,894 5,114 5,158 4,880 5,998

一般来館者 86,004 87,776 77,726 80,308 78,167

※協会主催イベントを含む ※各年度3月31日の数値※各年度4月1日の数値

※各年度3月31日の数値
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公益財団法人
京都市環境保全活動推進協会

理事長 高月　紘

新
し
い
つ
な
が
り
の
中
で
何
を
目
指
す
べ
き
か
？

理事長プロフィール
　京都大学名誉教授。専門は廃棄物管理。主
な著書に『ごみ問題とライフスタイル』（日
本評論社）、『エコロジーテスト』（講談社）、『有
害廃棄物』（中央法規）、『現代環境論』（有斐
閣）等。
　ハイムーンのペンネームで、環境・廃棄物
問題を訴える漫画家として日本漫画家協会に
所属。国内を始め、イギリス・中国・インド
ネシア・マレーシアでも個展を開催。漫画家
としての著書に『ゴミック「廃貴物」』第１
～８集（日報）、『絵コロジー』（合同出版）、『ま
んがで学ぶエコロジー』（昭和堂）等がある。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
当
協
会
と
し
て
は
、

後
半
は
コ
ロ
ナ
禍
で
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
苦
慮
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

前
半
か
ら
新
し
い
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年

度
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
４
月
１
日
に
当
協
会
は
「
京
都

市
ご
み
減
量
推
進
会
議
」、「
京
の
ア
ジ
ェ
ン

ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
団
体
統
合
を
い
た
し

ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
団
体
も
20
年
以
上
の
歴

史
を
持
ち
、
会
員
制
度
で
し
っ
か
り
し
た
基

盤
を
持
つ
団
体
で
、
地
域
や
事
業
者
に
つ
な

が
り
が
あ
る
組
織
で
す
。
当
協
会
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
特
性
を
持
つ
団
体
と
う
ま
く
融
合

し
て
、
新
た
な
環
境
保
全
活
動
を
展
開
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
５
日
に
は
、
京
都
市
南
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
「
さ
す
て
な
京
都
」
と

い
う
環
境
学
習
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
「
さ
す
て
な
京
都
」
の
運
営
に
は
当
協

会
も
参
加
し
て
お
り
、「
青
少
年
科
学
セ
ン

タ
ー
」
と
連
携
し
て
新
た
な
環
境
学
習
の
取

組
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
協
会
と
し
て
は
、
色
々
な

新
し
い
つ
な
が
り
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
何
を
目

指
し
て
進
む
べ
き
か
、
し
っ
か
り
検
討
す
る
時

期
に
来
た
よ
う
で
す
。
ど
う
か
、
皆
様
方
の

忌
憚
の
な
い
意
見
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
協
会
は
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
公
益

財
団
法
人
と
し
て
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
京
都
市
受
託
収
入
が
大
半
を

占
め
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
組
織
経
営
に
向

け
て
、
新
た
な
事
業
展
開
に
も
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。

■正味財産増減の状況
事業年度 2017 2018 2019
経常収益 208,179 210,937 304,466
経常費用 207,274 204,692 247,191
経常増減 905 6,244 57,275

経常外収益 0 0 0
経常外費用 0 0 0

正味財産増減 905 6,244 57,275
資産合計 161,242 158,490 192,639
負債合計 37,501 28,505 42,378
正味財産 123,741 129,985 150,260

（
単
位
：
千
円
）

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

８万人

10万人
93,491

93,009 90,469

101,869100,701

91,847

94,54696,377

87,434

68,881

80,06880,068

理事長メッセージ

持
続
可
能
な
組
織
経
営
を
目
指
し
て 
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エ
コ
セ
ン
で
知
る「
持
続
可
能
な
暮
ら
し
」
〜
展
示
学
習
・
施
設
利
用
〜

エコセンの常設展示コーナーで、団体の案内をする環境ボランティア

エコセン屋上のビオトープと田畑 エコセンのエントランス

環
境
保
全
に
関
す
る

活
動
の
た
め
の
施
設
の
提
供

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
見
学
者
減
少

　

当
協
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
（
エ
コ
セ
ン
）
は
、

京
都
市
の
環
境
教
育
・
学
習
の
中
核
施
設
と

し
て
、
身
近
な
生
活
や
京
都
の
特
性
を
生
か

し
た
環
境
教
育
・
学
習
の
進
め
る
た
め
、
団

体
や
一
般
来
館
者
の
見
学
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。　

　

２
０
１
９
年
度
、
団
体
見
学
の
年
間
受
入

件
数
は
３
１
９
件
（
６
３
０
４
名
）
で
、
そ

の
う
ち
京
都
市
立
小
学
校
を
対
象
に
し
た
エ

コ
学
習
が
１
８
４
校
（
３
１
５
７
名
／
昨
年

度
比
93
・
３
％
）、
そ
れ
以
外
の
団
体
見
学

が
１
３
５
件
（
３
１
４
７
名
／
昨
年
度
比

64
・
０
％
）
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
っ
た
団
体
見
学

は
、
13
団
体
（
４
０
０
名
）
で
す
。
２
月
以

環境学習・環境保全活動支援事業

1111
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旬の野菜について学ぶハンズオン展示「エコセン通い帳」を利用する来館者

降
、
事
前
に
予
約
い
た
だ
い
て
い
た
団
体
か

ら
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
ま
た
新
規
の

申
込
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

団
体
見
学
を
広
く
広
報
し
、
見
学
者
数
の

増
加
を
図
る
た
め
に
、
新
た
な
媒
体
へ
の
広

報
を
行
い
ま
し
た
。
資
料
請
求
の
あ
っ
た
全

国
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
に
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
を
送
付
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
昨
年
度
ま
で
は
旅
行
会
社
に
絞
っ

て
い
た
団
体
見
学
チ
ラ
シ
を
各
地
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
環
境
活
動
団
体
も
対
象
に
加
え
前
年
度

の
２
４
０
社
か
ら
２
６
２
社
へ
増
や
し
配
布

し
ま
し
た
。

　

リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
す
た
め
の
ツ
ー
ル

「
エ
コ
セ
ン
通
い
帳
」
は
、
年
間
で
延
べ

１
０
８
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
通
い

帳
に
10
回
参
加
し
た
方
を
表
彰
す
る
「
エ
コ

の
達
人
認
定
証
」
を
38
枚
発
行
し
、
ス
タ
ン

プ
を
60
個
集
め
た
殿
堂
入
り
が
３
名
誕
生
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
（
年
間
で

４
３
０
件
）
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

環境学習・環境保全活動支援事業

【職員やボランティアの対応】

満足

やや満足

どちらでもない

81％

18％

１％ やや不満０％
不満０％

【総合的な満足度】

満足 74％

やや満足 25％

どちらでもない１％ やや不満０％
不満０％

【館内案内について】

ややわかりやすい

ややわかりにくい わかりにくい

わかりやすい

1％
どちらでもない３％

０％

22％

75％

【職員やボランティアの対応】

満足

やや満足

どちらでもない

81％

18％

１％ やや不満０％
不満０％

【総合的な満足度】

満足 74％

やや満足 25％

どちらでもない１％ やや不満０％
不満０％

【館内案内について】

ややわかりやすい

ややわかりにくい わかりにくい

わかりやすい

1％
どちらでもない３％

０％

22％

75％

〈記述回答より（一部要約）〉
・ わかりやすい説明と現物を使った模

型とかで実感が湧き、今まで以上に
ごみを減らそうと思いました。

・ 具体的な数字の推移を見て、事の重
大さがわかった。

・ 自身の認識より早いテンポで温暖化
が進んでいることがわかった。

・ 見て学ぶだけじゃなくて体験もでき
るから、より意識が高くなる。

・ 外のひさしはとても考えられていて、
施設もきれいで分かりやすかったです。

※ 小数点以下四捨五入のため、合計が 100％にならない場合があります。

・ ボランティアの方の楽しいお話を
聞きながら、環境のことを知れて
よかったです。

・笑顔がよかった。
・ 少人数制で丁寧に説明していただ

き、新しく学ぶことがたくさんあ
りました。

・自治会でも話をしたい。
・ 今日のことを参考に、家に帰って

実践したいと思います。

（回答数：341 件）2019年度 団体見学アンケート結果
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環境学習・環境保全活動支援事業

　

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
「
木
の
お
も
ち
ゃ

ひ
ろ
ば
」
は
、
年
間
で
７
５
９
６
名
（
前
年

度
比
88
・
３
％
／
３
月
２
日
以
降
利
用
休
止

中
）、
セ
ル
フ
ガ
イ
ド
で
遊
び
な
が
ら
エ
コ

に
つ
い
て
学
べ
る
ツ
ー
ル
「
ち
き
ゅ
ま
る

の
は
こ
」
は
、
２
５
０
８
名
（
前
年
度
比

１
２
４
・
２
％
）
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　

エ
コ
セ
ン
で
は
、
常
設
展
示
を
通
じ
て
、

環
境
保
全
に
関
わ
る
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
エ
コ
セ
ン
主
催
及
び
他
団
体
と
の
共

催
の
企
画
展
示
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
７
件
の
企
画
展
示
を

開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
件
の
企
画
展
示

関
連
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
が
、
う
ち

１
件
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

エ
コ
セ
ン
で
は
、
環
境
に
関
す
る
資
料
を

幅
広
く
収
集
し
、
か
ん
き
ょ
う
図
書
コ
ー

ナ
ー
に
お
い
て
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

市
民
の
環
境
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
は
、
か
ん
き
ょ
う
図
書
コ
ー

ナ
ー
で
、
年
間
貸
出
人
数
６
０
９
名
、
貸
出

冊
数
が
２
０
１
２
冊
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
４
８
冊
の
資
料
を
新
た
に
追
加

し
ま
し
た
。

環
境
保
全
に
関
す
る
資
料

及
び
装
置
の
展
示

1121

1131

日　程 事業名・共催団体等

１ 平成31年
1/12～7/12

「絵本で学ぶ世界の環境展
～ SDGs の視点で選ぶ絵本の世界～」

２ 7/13～12/27 特別企画展
「環境マンガが捉えた環境と暮らし　今昔展」

３ 7/19～9/3
共同主催型企画展「夏休み限定！クールチョイ
ス☆チャレンジ～ミッションをクリアしよう！
～」（京都府地球温暖化防止活動推進センター）

４ 8/19～8/30 共同主催型企画展「農業・農村のいろいろな
働き」（近畿農政局）

５ 10/19～11/4
共同主催型企画展「第 35 回京都まちとみどり
写真コンクール展示会」

（京都府都市計画協会）

６ 11/12～
12/15

「2020 年版　環境カレンダー　原画展」
（日本環境保護国際交流会）

７ 令和2年
1/10～3/31

海でつながる世界の環境展
～ SDGs と海洋環境～

日 程 タイトル 講師 人数

8/3
「環境マンガからひもとく

社会の変遷」
ハイムーン氏

（環境マンガ家） 20

2/29 「深海魚　ミズウオから学ぼ
う海の環境問題！」

東海大学海洋学部博物館
学芸員 伊藤芳英 氏

中止
※

◇2019年度に実施した企画展示

◇2019年度 企画展示関連イベント

共同主催型企画展「京都まちとみどり写真コンクール展示会」

かんきょう図書コーナーでは、親子連れ等が
読書や DVD 鑑賞を楽しんでいる

木のぬくもりが魅力の「木のおもちゃひろば」は、
親子連れの利用者に人気

「ちきゅまるのはこ」は、セルフガイドで
遊びながらエコについて学べる

※新型コロナウイルス感染拡大の影響によるもの

環
境
保
全
に
関
す
る

情
報
の
収
集
及
び
提
供
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環境学習・環境保全活動支援事業

エコセンのイベント案内チラシ

エコセンのホームページ環境に配慮した料理レシピを動画で紹介中

エコセン twitter

エコセン YouTube

暮
ら
し
を
エ
コ
に
す
る
た
め
に
〜
エ
コ
セ
ン
の
情
報
発
信
〜

1144

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る

情
報
発
信

　

エ
コ
セ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
エ
コ

セ
ン
の
情
報
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
他

団
体
に
よ
る
活
動
の
情
報
を
収
集
し
、
掲
載

し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
実
施
、
外
部
の
広
報
媒

体
の
新
規
開
拓
等
、
よ
り
効
果
的
に
情
報
が

広
が
り
、
伝
わ
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
イ
ベ

ン
ト
案
内
チ
ラ
シ
を
年
６
回
、

毎
回
４
１
０
０
部
発
行
し
、

エ
コ
セ
ン
館
内
や
市
内
各
所

に
配
架
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、
外
部

媒
体
（
市
民
し
ん
ぶ
ん
や
Ｇ

ｏ
Ｇ
ｏ
土
曜
塾
等
）
を
活
用

し
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
他
団
体
が
主
催
す

る
環
境
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
掲
載
を
申
請
で
き

る
フ
ォ
ー
ム
を
新
た
に
作
成
し
、
他
団
体
を

支
援
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

夏
休
み
中
は
、
隣
接
す
る
青
少
年
科
学
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
で
「
夏
休
み　

京
エ
コ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
ノ
ベ
ル
テ
ィ
プ
レ
ゼ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
来
館
促
進
に

努
め
ま
し
た
。

　

年
度
末
に
か
け
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
を
鑑
み
、
予
定
し
て
い
た
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
や
来
館
促
進
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
中
止
し
ま
し
た
。

エ
コ
セ
ン
の
情
報
か
ら
他
団
体
の

取
組
ま
で
幅
広
く
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子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
く
学
ぶ

全館イベント「+未来フェスタ」で和紙ファイル作り（11月30日）講演会「プラスチック問題」で講師3名のクロストーク（1月26日 ）

　

エ
コ
セ
ン
で
は
、
環
境
問
題
に
関
心
の
な
い

人
が
関
心
を
持
ち
、
関
心
の
あ
る
人
が
環
境
に

配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
す
る
き
っ

か
け
を
つ
く
る
た
め
に
、
身
近
な
暮
ら
し
や
社

会
に
関
連
し
た
内
容
の
イ
ベ
ン
ト
を
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
工
作
、
ク
ッ
キ
ン
グ
、

音
楽
祭
、
映
画
上
映
会
等
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
企
画
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊

Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
の
海
外
で
の
環
境
教
育
実
践

の
経
験
談
を
通
じ
て
、
世
界
の
環
境
問
題
と 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
実
践
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

も
開
催
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
世
界
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄

物
が
注
目
を
集
め
て
い
る
情
勢
を
受
け
、
12

月
に
全
館
イ
ベ
ン
ト
「
＋
未
来
フ
ェ
ス
タ

～
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
～
」、

１
月
に
講
演
会
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
～
環

境
に
や
さ
し
い
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
考
え
る

～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

1145

各
種
講
座
や
講
演
会
の

企
画
と
実
施

全館イベント「＋未来フェスタ～プラスチックと私たちの暮らし～」のオープニング風景（11月30日）

環境学習・環境保全活動支援事業

〜
環
境
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
〜
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環境学習・環境保全活動支援事業

「エコセンちぴっこ音楽祭」（2月16日） 宝酒造(株)との連携イベント「ガラス絵づくり
～空きびんのリサイクル体験～」（7月29日）

「子どもクッキング教室
～自分でつくるカンタンごはん～」（8月4日）

日程 タイトル 講師 人数

8/19 京都の木で箸を作ろう！ 「京北の木で家を作ろ
う」ネットワーク 46

8/24 第６回えこそらキッズ 18

9/7 第７回えこそらキッズ 23

9/28 第８回えこそらキッズ 30

9/29 昆虫食× SDGs 
作って食べて考えよう

内山昭一 氏
（NPO）昆虫食普及ネット

ワーク理事長
19

10/19 カカオ豆から
チョコレートを作ろう！ Dari K（株） 59

10/26 わくわくハロウィンフェスタ
京都バルーンフルール
アトリエみ塾
洋服のお直し＋洋裁教室　
渡邉知栄 氏

543

11/2 第９回えこそらキッズ 31

11/16
SDGs×JICA海外協力隊
～世界の環境問題から、
私たちのSDGｓ実践を考える～

増田洋介 氏、狭間鮎奈 氏
森達朗 氏
JICA海外協力隊OV

41

11/16 第10回えこそらキッズ 16

11/23 第11回えこそらキッズ 25

11/24 自家製ポン酢作り
& ポン酢料理を作ろう！

川口かな江 氏
料理教室Kitchen Ciao! 26

11/30 + 未来フェスタ～プラスチック
と私たちの暮らし～ 961

12/7 第12回えこそらキッズ① 13

12/14 第12回えこそらキッズ② 18

1/11 第13回えこそらキッズ 34

1/19 木でつくる離乳食用
スプーン教室

谷拓也 氏
リーラボ—Re:Lab— 24

1/25 第14回えこそらキッズ 38

1/26
講演会「プラスチック問題
～環境にやさしい私たちの
暮らしを考える～」

高月紘 氏
京エコロジーセンター館長
京都大学名誉教授
田中周平 氏
京都大学地球環境学堂 准教授
堀孝弘 氏
京都市ごみ減量推進会議

82

2/16 エコセンちびっこ音楽祭 楽団 1mg 75

2/23 農家さんに学ぼう！
おいしいお米のクッキング かみなか農楽舎 19

3/15 映画「海－消えた
プラスチックの謎」上映会

中止
※

日程 タイトル 講師 人数

4/21 映画「不都合な真実２
放置された地球」 92

5/5・6 映画「小さな世界は
ワンダーランド」

271

5/11

IPCC第49回総会京都市開
催記念シンポジウム
脱炭素社会の実現に向け
て～世界の動向と京都の
挑戦～におけるパネル
ディスカッション2 「京都
の挑戦～プロジェクト“０
(ゼロ)”へのみち～」（京エ
コロジーセンター17周年
記念）

〈ファシリテイター〉

新川達郎 氏
京のアジェンダ21フォーラム
代表・同志社大学大学院教授

〈パネリスト〉

山極壽一 氏
京都大学総長
西本清一 氏
京都市産業技術研究所理事長・
京都高度技術研究所理事長
門川大作 氏
京都市長

400

5/18 第１回えこそらキッズ 41

6/1 第 2 回えこそらキッズ 34

6/9 梅雨前にオリジナル「ミニ
雨水タンク」を作ろう！ 京都市上下水道局 81

6/22 第３回えこそらキッズ 41

6/30 映画「最後の楽園コスタリカ
～オサ半島の守り人」上映会 102

7/13 第４回えこそらキッズ 26

7/21 映画「オープン・シーズン」
上映会 221

7/24 いきもの探偵団 19

7/29 ガラス絵づくり～空きびんの
リサイクル体験～ 宝酒造(株) 50

8/1 地球にやさしい食と
環境の世界

生活クラブ・
京都エルコープ 18

8/1 みつろうラップをつくろう！ 生活クラブ・
京都エルコープ 42

8/2 雲ってなぁーに？　雲を
知ってお天気博士になろう

(一社 )日本気象予報士会
関西支部 楽しいお天気講座 83

8/3 第５回えこそらキッズ 27

8/4 子どもクッキング教室～自分
でつくるカンタンごはん～

京都こどもクッキング
管理栄養士 25

8/9・10 エコ紙芝居夏まつり！ キム・ファン氏
児童文学作家 140

8/18 深草の竹で遊ぼう！ リーラボ
京都教育大学竹友会 503

◇2019年度に主催したイベント（実施件数：40件　参加者数：4,357人）

※新型コロナウイルス感染拡大の影響によるもの
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環境学習・環境保全活動支援事業

日程 名称 会場 内容

5/14~17 京都市立桃陵中学校職場体験受入 京エコロジーセンター 中学 2 年生 3 名を受入

5/16 翠会総会　環境問題に関する講演 ひと・まち交流館 京都 環境問題に関する講演

6/16 龍谷大学　ボランティア体験 京エコロジーセンター ボランティア体験及び
ボランティア活動に関するワークショップ

6/18 大宅地区女性会学習会 京エコロジーセンター ごみ問題に関する学習会

7/28 上鳥羽学区　　わくわく発電体験ブース 村山公園 発電体験 等

7/28 錦林東山学区　わくわく発電体験ブース 高岸南公園 発電体験 等

10/27 横大路まちづくりフェスティバル 桂川河川敷 ( 横大路付近 ) 発電体験 等

10/29
〜 11/1 京都市立藤森中学校職場体験受入 京エコロジーセンター 中学 2 年生 3 名を受入

11/16 京の「わ！」まつり みやこめっせ 発電体験 等

11/17 森のようちえん　どろんこ園 宝ヶ池 発電体験 等

11/23 板橋学区　親と子の秋のつどい 伏見板橋小学校 発電体験 等

12/22 稚松学区　餅つき大会 元六条院小学校 発電体験 等

1/18 百年の家の秘密　木のやさしさを味わう！
木工体験 京エコロジーセンター 木について学び木工体験を行う

2/1 省エネ普及ネット　スキルアップ研修 京エコロジーセンター SDGs と再生可能エネルギーの研修会

3/21 さすてな☆春のエコまつり さすてな京都 新型コロナウイルス感染拡大の影響で中止

◇各種団体との連携事業一覧

伏見板橋小学校「親と子の秋のつどい」に
エコセンの環境ボランティアが出展（令和元年11月）

龍谷大学の学生ボランティア体験を受入（6月16日）

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
各
種
団
体
と
の
連

携
事
業
と
し
て
、
学
習
会
の
実
施
や
ブ
ー
ス

出
展
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

京
都
市
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
「
生
き

方
探
求
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
」
推
進
事
業
に

お
い
て
、
京
都
市
立
桃
陵
中
学
校
の
生
徒
３

名
、
京
都
市
立
藤
森
中
学
校
の
生
徒
３
名
の

職
場
体
験
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
６
月
に
龍
谷
大
学
の
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
受
入
や
、
１
月
に
京

安
心
す
ま
い
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
イ
ベ
ン

ト
「
百
年
の
家
の
秘
密　

木
の
や
さ
し
さ
を

味
わ
う
！
木
工
体
験
」
に
、
エ
コ
セ
ン
の
木

に
関
す
る
展
示
の
活
用
や
、
イ
ベ
ン
ト
参
加

者
へ
展
示
案
内
を
行
う
等
の
協
力
を
行
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
エ
コ
学
区
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業

に
（
Ｐ
19
～
22
参
照
）
お
い
て
要
請
の
あ
っ

た
元
学
区
と
エ
コ
セ
ン
の
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
つ
な
ぎ
、
ブ
ー
ス
出
展
や
学
習
会
の
実

施
等
を
支
援
し
た
ケ
ー
ス
が
38
件
あ
り
、
延

べ
１
０
５
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
ま

し
た
。

1146

各
種
団
体
と
の
連
携
事
業
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コラム

環境学習・環境保全活動支援事業

　
「
え
こ
そ
ら
キ
ッ
ズ
」
は
、
小
学
１
～
４

年
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
し
た
年
間
継
続

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
年
間
を
通
じ
、
エ

コ
セ
ン
屋
上
の
田
畑
や
ビ
オ
ト
ー
プ
等
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
田
植
え
や
種
ま
き
、
生
き

物
の
観
察
等
を
実
施
。
そ
し
て
育
て
た
作
物

は
、
自
分
た
ち
の
手
で
染
め
物
に
使
っ
た
り
、

調
理
し
て
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
手
足
を
動
か
し
、

頭
で
考
え
、
舌
で
味
わ
う
と
い
っ
た
五
感
を

活
用
し
た
体
験
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

栽
培
時
に
は
で
き
る
だ
け
種
か
ら
育
て
、

成
長
の
様
子
を
観
察
し
、
育
っ
た
野
菜
を
す

べ
て
収
穫
す
る
の
で
は
な
く
、
一
部
は
種
を

つ
け
る
ま
で
世
話
を
し
ま
し
た
。
そ
の
種
は

次
の
種
ま
き
で
使
い
、
命
の
循
環
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
心
掛

け
て
い
ま
す
。
花
に
は
様
々
な
昆
虫
が
訪
れ
、

植
物
が
他
の
生
き
物
の
命
を
育
ん
で
い
る
こ

と
も
体
感
で
き
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
抽
選
の
結
果
42
名
が

登
録
し
、
年
間
14
回
の
活
動
を
実
施
。
毎
回

参
加
者
親
子
と
エ
コ
セ
ン
の
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
た
ち
が
一
緒
に
活
動
し
、
に
ぎ
や
か

に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

活
動
の
最
後
に
は
、
毎
回
の
活
動
を
１
つ

に
ま
と
め
る
絵
巻
を
つ
く
り
、
発
表
会
を
し

ま
し
た
。
継
続
し
て
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、

「
買
い
物
の
と
き
に
旬
を
意
識
し
て
選
ぶ
」

「
な
る
べ
く
野
菜
を
使
い
き
る
」「
料
理
を
残

さ
ず
食
べ
き
る
」
と
い
っ
た
変
化
が
見
ら
れ
、

参
加
者
の
暮
ら
し
の
中
で
の
実
践
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

14
年
目
を
迎
え
た
年
間
活
動「
え
こ
そ
ら
キ
ッ
ズ
」

「えこそらキッズ」第1回目の顔合わせ（5月18日）

屋上で育てた藍を使って藍染め体験（8月3日）

屋上での田植えの様子（6月1日）

屋上の畑で収穫したスイカ（8月24日）屋上の畑でラッカセイの収穫（11月2日）
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市
民
目
線
の
展
示
解
説
が
魅
力
〜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
〜

1147

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

環境ボランティアが企画・準備・運営を進め実施した自主企画イベント「くらしの省エネ祭り」（6月16日）

　

エ
コ
セ
ン
の
大
き
な
特
徴
は
、
環
境
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
（
エ
コ
メ
イ
ト
）
の
存
在
。
館
内

の
展
示
・
設
備
の
解
説
や
自
主
企
画
の
実
施

等
を
行
う
エ
コ
メ
イ
ト
は
、
開
館
以
来
毎
年

募
集
を
し
、
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
、
そ
の
活
動
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
京
都
市
内
や
周
辺
地

域
を
中
心
に
、
新
聞
や
タ
ウ
ン
紙
等
も
活
用

し
た
広
報
を
行
い
、
新
規
エ
コ
メ
イ
ト
を
募

集
。
応
募
者
に
対
し
て
養
成
講
座
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
17
名
が
新
規
エ
コ
メ
イ
ト
と
し
て

登
録
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
全
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
全
体
の
活
動
意
欲
を
高
め
る
場

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
会
）
を
年
間
７
回
、
環

境
問
題
に
関
す
る
最
新
情
報
を
収
集
し
、
活

動
に
生
か
す
研
修
を
年
間
８
回
、
南
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
環
境
学
習
施
設
「
さ
す
て

な
京
都
」
へ
の
見
学
研
修
を
３
回
実
施
し
ま

し
た
。

エコセンの大きな特徴である環境ボランティア「エコメイト」。開館以来、案内ガイド活動を担っている

環境学習・環境保全活動支援事業
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環境学習・環境保全活動支援事業

エコメイト養成講座ボランティア全体ミーティング

平成 20 年度「子どもエコセンクラブ」で
活動する奥谷さん（当時小学生）

奥谷文哉さん

環境ボランティア
エコメイト20期生

　

私
は
今
、
大
学
３
回
生
で

す
。
小
さ
い
頃
か
ら
エ
コ
セ
ン

を
訪
れ
て
い
て
、
小
学
生
の
と

き
「
子
ど
も
エ
コ
セ
ン
ク
ラ
ブ
」

（
現
在
の
「
え
こ
そ
ら
キ
ッ
ズ
」）

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
エ
コ

セ
ン
屋
上
で
田
植
え
を
し
た
こ
と
や
収
穫
し
た

野
菜
で
料
理
を
し
た
こ
と
、
作
業
の
後
に
飲
ん

だ
シ
ソ
ジ
ュ
ー
ス
が
美
味
し
か
っ
た
こ
と
等
が

思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
メ
イ
ト
に
応
募
し
た
の
は
、
母
が
新
聞

の
募
集
記
事
を
持
っ
て
き
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
が
始
ま
っ
た
頃
は

不
安
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
、
自

信
を
持
っ
て
館
内
案
内
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
人
が
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

「
環
境
問
題
に
関
心
が
あ
る
」
と
い
う
共
通
点

が
あ
る
の
で
、
世
代
や
立
場
を
こ
え
て
つ
な
が

り
合
え
ま
す
。
社
会
経
験
が
豊
富
な
仲
間
の
皆

さ
ん
か
ら
学
べ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

今
後
は
、
館
内
展
示
の
紹
介
を
も
っ
と
し
て

い
き
た
い
で
す
し
、
自
分
が
昔
参
加
し
て
い
た

「
え
こ
そ
ら
キ
ッ
ズ
」
の
ス
タ
ッ
フ
も
や
っ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小さい頃通ったエコセンで
環境ボランティアに パ

ー
ト
ナ
ー
の
声

日程 タ イ ト ル 人数

4/1
登録証授与式 27

スタートアップの会 36

4/20
グループ活動説明会 13

グループ活動報告会 23

７/７ ボランティア全体ミーティング① 30

９/８ 中間ふりかえりの会 23

12/21 ボランティア全体ミーティング② 20

３/22
年間ふりかえりの会 中止※

修了証授与式 14

◇
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
会

日程 タ イ ト ル 人数

第１回 ６/８ 「エコセンの設備を知ろう」 24

第２回 ７/10 「社会見学（水）」 39

第３回 ８/25 「電気に関する情報収集」 29

第４回 ９/21 「ごみに関する情報収集」 29

第５回 10/20 「屋上関連（自然）」 20

第６回 11/17 「SDGs」 34

第７回 12/15 「くらし」 19

第８回 １/19 「地球温暖化に関する情報収集」 44

京都市南部
クリーン
センター
見学研修

12/10 見学研修１回目 15

12/16 見学研修２回目 18

２/16 見学研修３回目 23

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

日程 タイトル 人数

第１回 １/11 エコセン・ボランティアきほんのき 15

第２回 １/18 環境問題・環境学習　きほんのき 16

第３回 １/25 展示・コミュニケーション きほんのき 14

第４回 ２/８・９ 環境学習プログラム きほんのき
（２日間） 26

第５回 ２/15 実習 オリエンテーション 15

実習 2/17～3/4 実習期間 17

第６回 ３/７ これまでの講座のふりかえり
& 登録説明会

中止
※

◇
エ
コ
メ
イ
ト
養
成
講
座

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト

日程 タイトル 実施グループ名 人数

６/16 くらしの省エネ祭り
ワーキンググループ

「くらしの省エネ祭り
実行委員会」

436

７/22～８/26
10/29～11/18

ボランティア推薦図書
特別展示
絵本＆ POP 展

登録グループ
「図書グループ」

７/25、8/1
8/8、8/15

8/22
エコセン☆夏休みワクワ
クひろば

登録グループ
「イベントグループ」 166

７/28、8/17
12/21、2/29※ うちごみ相談所 ワーキンググループ

「うちごみ相談所」 84

８/11 ペットボトルでマイ風力
発電機をつくろう

登録グループ
「エコエネクラブ」 66

９/22
エコロジーカフェ
～環境にやさしいおやつを
考える～

登録グループ
「♪エコロジーカフェ♪

の会」
18

12/14
ペットボトルでマイエコ
ライトを作ろうクリスマ
スバージョン 2019

登録グループ
「エコエネクラブ」 15

１/26 ペットボトルの万華鏡で
世界をのぞいてみよう

登録グループ
「♪エコロジーカフェ♪

の会」
20

２/22 学習会「プラスチックと
容器包装」

登録グループ
「イベントグループ」 13

3/22 17 期生を送る会
ワーキンググループ

「17 期生を送る会
実行委員会」

中止
※

３/28
プラごみ分別ゲーム～プ
ラスチックを減らして地
球を守ろう！～

登録グループ
「イベントグループ」

中止
※

※新型コロナウイルス感染拡大の影響によるもの
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多
様
な
担
い
手
を
育
て
る
〜
連
続
講
座
・
海
外
交
流
・
大
学
生
支
援
〜

　

エ
コ
セ
ン
で
は
、
市
民
を
対
象
に
、
環
境
活

動
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
専
門
性
を
獲
得
す
る
た

め
の
連
続
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
校
・
京
都
２
０
１
９
」

で
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
啓
発
を
目

指
し
企
画
し
実
践
す
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
実
現
の
方
法
を

探
る
」
と
題
し
て
、
国
内
外
の
現
状
や
事
例
に

つ
い
て
学
べ
る
連
続
講
座
（
全
５
回
）
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
「
環
境
活
動
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
講
座
２
０
１
９
」

で
は
、
環
境
活
動
の
企
画
・
運
営
・
実
践
と
、

協
力
者
と
の
関
係
づ
く
り
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
を
体
系
立
て
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
連
続
講
座
（
全
５
回
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

エ
コ
セ
ン
の
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
エ
コ
メ

イ
ト
」
修
了
生
に
対
し
て
は
、
地
域
の
活
動
に

役
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
、
エ
コ
学
区
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
（
Ｐ
19
）
へ
の
ス
タ
ッ
フ

参
加
呼
び
か
け
等
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

1148

環
境
保
全
活
動
に
関
わ
る

人
材
の
育
成

1150

大
学
生
の
環
境
活
動
支
援

1149

海
外
と
の
交
流

環境学習・環境保全活動支援事業

　

エ
コ
セ
ン
は
、
大
学
生
の
環
境
活
動
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ
る
よ
う
、
各
種
団
体

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

大
学
生
が
エ
コ
セ
ン
を
拠
点
に
活
動
を
行
え
る

よ
う
支
援
を
行
っ
て
ま
す
（
Ｐ
35 

Ｅ
Ｓ
Ｄ
―

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業
と
の
連
動
を
予
定
）。

　

ま
た
９
月
に
は
、
立
命
館
大
学Sustainable

 W
eek

実
行
委
員
会
と
岩
手
大
学
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
生
委
員
会
の
８
名
が
、
エ
コ
セ
ン

で
学
習
会
を
実
施
し
、
会
場
提
供
、
館
内
案
内
、

意
見
交
換
会
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

ま
し
た
。（
第
１
四
半
期
／
５
団
体
75
人
、
第

２
四
半
期
／
６
団
体
70
人
、
第
３
四
半
期
／
６

団
体
85
人
、
第
４
四
半
期
／
３
団
体
17
人
）

　

か
ん
き
ょ
う
図
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
日
本
語

を
母
語
と
し
な
い
来
館
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
に
、
英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
の
資
料
を
提
供
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

必
要
に
応
じ
て
資
料
を
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定

で
す
。

　

２
０
１
９
年
度
の
海
外
か
ら
の
団
体
見
学
は
、

20
団
体
２
４
７
人
で
、
45
ヶ
国
か
ら
受
け
入
れ

立命館大学Sustainable Week実行委員会と岩手大学
環境マネジメント学生委員会の学生のワークショップ

ブータンからの来館者に対応（9月17日）

自然エネルギー学校・京都2019（8月19日）

環境活動パワーアップ講座2019（11月2日）
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「
さ
す
て
な
京
都
」で
学
ぶ
〜
ご
み
処
理
技
術
か
ら
地
域
環
境
ま
で
〜

2019年度に改装オープンした京都市南部クリーンセンター第2工場全景

環境学習・環境保全活動支援事業

来館者を対象にしたリユース工作で、エコセ
ンの環境ボランティアが活躍（12月22日）

地元の横大路小学校とビオトープづくり
（11月25日）

屋上では芝生広場と足湯を楽しむことが出来る

見
た
横
大
路
地
域
の
歴
史
」
等
の
幅
広
い
分

野
を
対
象
と
し
た
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
ま
し
た
。
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
、

「
ご
み
減
量
」
に
つ
な
が
る
気
づ
き
や
学
び

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
先
行
き
の
見
え
な
い
状
況
で
す
が
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
は
、
京
都
市
立
小
学
校

４
年
生
の
社
会
見
学
の
受
入
等
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
市
青
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
、

エ
コ
セ
ン
、
さ
す
て
な
京
都
に
よ
る
「
３
施

設
連
携
」
に
つ
い
て
、
当
協
会
が
異
な
る
京

都
市
所
管
部
署
間
の
横
串
の
役
割
を
担
う
こ

と
で
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
せ
る
よ
う
、
環

境
保
全
活
動
の
中
間
支
援
組
織
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
10
月
５
日
、
京
都
市
南
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
第
二
工
場
に
、
世
界
最
先

端
の
環
境
技
術
等
を
楽
し
く
学
べ
る
環
境
学

習
施
設
「
さ
す
て
な
京
都
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

公
募
に
よ
り
、
当
協
会
、（
株
）ト
ー
タ
ル

メ
デ
ィ
ア
開
発
研
究
所
、（
株
）か
ん
で
ん

ジ
ョ
イ
ナ
ス
の
３
社
に
よ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
が
、
運
営
者
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
会
か
ら
は
、
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当

の
職
員
を
１
名
派
遣
し
て
お
り
、
９
月
８
日

に
第
二
工
場
竣
工
式
及
び「
さ
す
て
な
京
都
」

の
内
覧
会
、10
月
５
日
に
「
さ
す
て
な
京
都
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
開
館
か

ら
３
月
末
ま
で
に
、
１
万
４
２
４
名
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
ご
み
減
量
」
は
も
と
よ
り
、「
循
環
型
社

会
の
形
成
」「
低
炭
素
社
会
の
実
現
」「
自
然

と
の
共
生
」
を
３
つ
の
柱
と
し
、「
地
球
温

暖
化
対
策
」「
生
物
多
様
性
」「
環
境
面
か
ら

2199

南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
―
第
二

工
場
環
境
学
習
施
設
管
理
運
営

1 階の SDGs コーナー

工場見学通路の実物大クレーン模型
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エ
コ
を
切
り
口
に
地
域
力
ア
ッ
プ
〜「
エ
コ
学
区
」で
地
域
支
援
〜

【朱雀第三学区「地域の『自然と防災×エコ』拠点づくり」】
小学校のビオトープ改修に向け、現地調査を行う様子

【鷹峯学区「高齢者のためのエコな防災拠点をつくるプロジェクト」】 
学習会でエコ防災グッズの展示実演に参加する住民たち

　

京
都
市
と
協
働
し
、
元
学
区
を
単
位
と
す

る
２
２
２
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
エ
コ
活

動
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
に
や
さ

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
と
、
家
庭

部
門
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
は
「
エ
コ
学
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
エ
コ
活
動
の
相
談
窓
口

と
し
て
学
区
を
支
援
。
２
０
１
９
年
度
は
年

間
で
計
１
５
６
６
回
、
学
区
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
・
取
材
・
打
ち
合
わ
せ
等
を
行
い
（
前
年

度
比
１
１
０
％
）、
地
域
に
根
差
し
た
エ
コ

活
動
を
促
進
し
ま
し
た
。

　

３
月
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
を
受
け
、
各
学
区
で
の
集
ま
り
を
中

止
し
、
資
料
を
全
戸
回
覧
す
る
等
の
措
置
を

取
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
、
学
区
の
エ
コ
活
動
に
対

し
て
提
供
し
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
次
の

通
り
で
す
。

1301

エ
コ
学
区

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
に

係
る
学
習
会
等
支
援
業
務

【市原野学区「守りたい市原野エコマップ製作」】ふるさとウォークで子どもたちが地域のエコマップづくり

地域環境活動支援事業
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●
京
エ
コ
ラ
イ
フ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

地
域
住
民
の
つ
な
が
り
（
特
に
子
ど
も
た

ち
）
を
重
視
し
、
家
庭
で
エ
コ
ラ
イ
フ
が
定

着
す
る
よ
う
に
努
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
４

学
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

○
鷹
峯
学
区
（
北
区
）

「
高
齢
者
の
た
め
の
エ
コ
な
防
災
拠
点
を
つ

く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
停
止
に
対
処
で

き
る
地
域
を
目
指
し
、
児
童
館
や
高
齢
者
施

設
等
で
、
防
災
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
体

験
型
学
習
会
を
継
続
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

○
上
高
野
学
区
（
左
京
区
）

「
子
ど
も
が
考
え
る
防
災
×
エ
コ
」

　

上
高
野
小
の
児
童
が
「
私
の
好
き
な
上
高

野
」
を
発
表
し
地
域
づ
く
り
を
提
言
。
ま
た

環
境
学
習
会
と
自
治
会
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行

い
、
地
域
の
省
エ
ネ
促
進
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

○
市
原
野
学
区
（
左
京
区
）

「
守
り
た
い
市
原
野
エ
コ
マ
ッ
プ
製
作
」

　

ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
を
通
じ
、
子
ど
も
た

ち
が
景
観
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
会
館
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
、
地
域
の
省
エ
ネ
促
進
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

○
朱
雀
第
三
学
区
（
中
京
区
）

「
地
域
の
『
自
然
と
防
災
×
エ
コ
』
拠
点
づ

く
り
」

　

自
治
会
館
を
防
災
と
エ
コ
の
拠
点
に
す
る

た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
可
動
式
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
。
ま
た
、
朱
雀
第
三
小
ビ
オ
ト
ー
プ

の
「
ホ
タ
ル
自
生
と
グ
リ
ー
ン
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
化
」
改
修
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

●
エ
コ
学
区
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

各
学
区
の
課
題
に
絡
め
、
地
域
ぐ
る
み
の

エ
コ
活
動
を
促
進
・
定
着
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
５
学
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

○
安
朱
学
区
（
山
科
区
）

「
食
ロ
ス
×
エ
コ
ｉ
ｎ
安
朱
〜
子
ど
も
か
ら

地
域
へ
〜
」

　

安
朱
小
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
、
地
域
と
連

携
し
た
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、
学
校
で
食

品
ロ
ス
に
関
す
る
授
業
と
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

を
実
施
し
、
地
域
の
方
々
か
ら
２
２
２
点
の

食
品
を
回
収
し
ま
し
た
。

○
乾
隆
学
区
（
上
京
区
）

「
快
適
で
エ
コ
な
居
場
所
づ
く
り
」

　
「
洛
い
も
」
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
栽

培
し
、
冷
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
と
快
適
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
秋
に
は
洛
い
も
料
理
教

室
を
行
い
、
地
域
内
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

○
御
室
学
区
（
右
京
区
）

「
自
治
会
館
×
エ
コ
」

　

自
治
会
館
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を

削
減
。
ま
た
、
省
エ
ネ
生
活
学
習
会
を
継
続

的
に
実
施
し
、
学
区
住
民
の
皆
さ
ん
が
エ
コ

ラ
イ
フ
を
実
践
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。

○
向
島
藤
ノ
木
学
区
（
伏
見
区
）

「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
災
害
を
減
ら
そ
う
！

向
島
藤
ノ
木
節
電
所
」

地域環境活動支援事業

【安朱学区「食ロス×エコｉｎ安朱～子どもから地域へ～」】
小学校の授業で、児童たちが SDGs と食ロスについて学んでいる様子

【乾隆学区「快適でエコな居場所づくり」】
小学校で洛いもグリーンカーテンを育て、追肥の学習会を受けている様子

【向島藤ノ木学区「地球温暖化による災害を減らそう！向島藤ノ木節電所」】
地域の自治会館の照明を LED に改修している様子



21

令和元年度（第17回）京都環境賞で、エコ学区活動が表彰されました

【学習会】鏡山学区（山科区）でのごみ分別学習会の様子（6月6日）【ブース型学習会】羽束師学区（伏見区）防災訓練で
エコ防災ワークショップ（10月27日）

【ブース出展】朱雀第二学区（中京区）のイベントに発電体験ブースを出展（11月3日）【ブース型学習会】下鴨学区のイベントで環境紙芝居を上演（11月17日）

と
防
災
」
等
の
ブ
ー
ス
出
展
を
20
学
区
で
開

催
し
、
計
５
２
３
３
名
（
大
人
１
８
０
５
名
、

子
ど
も
３
４
２
８
名
）
に
対
し
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
館
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
こ
と
に
よ
り

Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
削
減
。
ま
た
、照
明
、冷
蔵
庫
、

エ
ア
コ
ン
等
の
効
率
的
な
使
用
方
法
を
学
び
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
を
進
め
ま
し
た
。

○
西
野
学
区
（
山
科
区
）

「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
災
害
を
減
ら
そ
う
！

西
野
節
電
所
」

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
「
西
野
ま
つ
り
」
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
水
素
自
動
車
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
西
野
公
会
堂
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ

Ｄ
に
更
新
し
、
さ
ら
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
ｓ
を
設
置
し

て
電
気
使
用
量
の
見
え
る
化
を
行
い
ま
し
た
。

●
学
区
に
お
け
る
学
習
会
の
開
催

　
「
家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
」「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
」「
エ
コ
と
防
災
」
等
様
々
な

テ
ー
マ
で
、
自
治
会
館
、
小
学
校
、
児
童
館

等
を
会
場
と
し
た
学
習
会
を
25
学
区
、
イ
ベ

ン
ト
等
で
の
ブ
ー
ス
型
学
習
会
を
20
学
区
で

開
催
し
、
計
７
９
９
名
（
大
人
５
１
６
名
、

子
ど
も
２
８
３
名
）
に
対
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
し
た
。

●
学
区
の
お
祭
り
等
で
の
ブ
ー
ス
出
展

　
「
発
電
体
験
」「
省
エ
ネ
相
談
所
」「
エ
コ

地域環境活動支援事業
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再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
支
援

市
民
協
働
発
電
制
度
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
版

1302

第1回エコ学区担い手セミナー（2月10日）では、粟田学区（東山区）
で若者たちが白川の清掃に参加した経緯が紹介された

参加者に好評だった元町オリジナルマイバッグ

●
「
エ
コ
学
区
担
い
手
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
施

　

地
域
で
率
先
し
て
エ
コ
活
動
を
実
行
で
き

る
担
い
手
づ
く
り
を
、
エ
コ
学
区
の
事
例
を

通
し
て
学
ぶ
連
続
セ
ミ
ナ
ー
。
新
川
達
郎
同

志
社
大
学
総
合
政
策
科
学
研
究
科
教
授
・
政

策
学
部
教
授
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
計

３
回
実
施
し
ま
し
た
。（
第
３
回
目
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

集
ま
り
を
中
止
し
代
替
措
置
と
し
て
申
込
者

に
資
料
送
付
）

○
２
月
10
日　

第
１
回

「
地
域
施
設
と
連
携
し
た
未
来
の
担
い
手
育
成
」

話
題
提
供
者

岡
本
卓
也
氏

（
東
山
い
き
い
き
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
長
）

田
崎
文
吾
氏

（
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
白
川
）

○
２
月
25
日　

第
２
回

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
た
エ
コ
活
動
」

話
題
提
供
者

藤
原
信
生
氏

（
中
立
学
区
住
民
福
祉
協
議
会
副
会
長
）

○
３
月
13
日　

第
３
回

「
エ
コ
活
動
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
に
」

話
題
提
供
者　

豊
園
エ
コ
推
進
委
員
会

　

京
都
市
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体

と
な
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備

の
普
及
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
に
つ
い
て
、
当
該
学
区

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
専
門
家
を
派
遣

し
、
学
習
会
、
調
査
、
事
業
化
検
討
を
実
施
。

２
０
１
９
年
度
は
、上
高
野
学
区
（
左
京
区
）、

錦
林
東
山
学
区
（
左
京
区
）、
市
原
野
学
区

（
同
）、
朱
雀
第
三
学
区
（
中
京
区
）、
豊
園

学
区
（
下
京
区
）
の
５
地
域
で
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　

元
町
ご
み
減
量
推
進
会
議
は
、

元
町
社
会
福
祉
協
議
会
・
元
町

保
健
協
議
会
・
元
町
愛
護
会
・

元
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
４
団
体

で
構
成
さ
れ
、
元
町
学
区
の
エ

コ
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。
平

成
25
年
に
エ
コ
学
区
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
と

し
て
、
毎
月
第
２
土
曜
を
「
元
町
エ
コ
の
日
」

と
定
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
回
収
や
学
習
会
、
地

域
清
掃
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
減
量
が

テ
ー
マ
の
学
習
会
を
５
回
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら

す
た
め
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
２
回
実
施
し
ま

し
た
。
特
に
、
元
町
小
学
校
と
京
都
大
学
が
連

携
し
た
「
京
都
大
学
に
行
っ
て
み
よ
う
」「
京

都
大
学
の
先
生
と
エ
コ
の
話
を
し
よ
う
」や「
宇

治
茶
ム
リ
エ
講
座
と
廃
プ
ラ
・
海
ご
み
の
話
」

と
い
っ
た
学
習
会
が
好
評
で
し
た
。
海
の
動
物

４
種
類
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
元
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ

イ
バ
ッ
グ
を
配
布
し
、
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
た
ち
が
い
つ
も
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

「
活
動
の
見
え
る
化
」
で
す
。
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加

工
し
た
「
元
町
エ
コ
の
日
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
、

京
都
市
広
報
板
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
戸
口
に

貼
っ
て
、
１
年
中
学
区
全
体
で
エ
コ
の
広
報
・

周
知
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
各
団
体
と
連
携
し
て
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
活
動
し
、
そ
れ
を
ニ
ュ
ー
ス
等
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
・
節
電
所
・
食
品
ロ
ス
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
削
減
等
、
年
間
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
・
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化
の
学
習
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
活
動
を
具
体
化
す
る
た

め
に
は
、
地
域

ご
み
減
量
推
進

会
議
や
エ
コ
学

区
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
か
ら
大

き
な
支
援
を
い

た
だ
い
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か

ら
も
学
区
み
ん

な
で
力
を
合
わ

せ
て
無
理
な
く

楽
し
く
活
動
し

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

活動を「見える化」し、連携して
エコ推進 パ

ー
ト
ナ
ー
の
声

高田津也子さん

元町ごみ減量推進会議　
会　長

地域環境活動支援事業
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手
を
と
り
あ
っ
て
ご
み
を
減
ら
そ
う
〜
京
都
市
ご
み
減
量
推
進
会
議
〜

地域のお祭り「西院ふれあいまつり」で、西院第二地域ごみ減が
中心となりエコスタッフとして活動（11月10日）

企業向け講座「コンビニエンスストア『ローソン』のほっとな環境取組」
（10月30日 京都商工会議所）

　

京
都
市
ご
み
減
量
推
進
会
議
（
以
下
、
市

ご
み
減
）
は
、
市
民
、
市
民
団
体
、
事
業
者
、

事
業
者
団
体
、
ご
み
問
題
の
専
門
家
、
京
都

市
な
ど
が
対
等
の
立
場
で
参
画
す
る
組
織
で

す
。
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
な
が
ら
、
自

発
性
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
基
本
と
し
て
、

ご
み
減
量
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
で
の
ご
み
減
量
に
関
す
る
自

主
的
な
取
組
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
５（
平
成
７
）年
の
京
都
市
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
の
答
申
の
中
で
、「
行
政

主
導
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

の
３
者
の
協
働
に
よ
る
ご
み
減
量
の
取
組
が

必
要
」と
の
考
え
が
示
さ
れ
、
翌
１
９
９
６（
平

成
８
）年
に
市
ご
み
減
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
再
生
紙
推
進
、
秘
密
書
類

リ
サ
イ
ク
ル
、
企
業
向
け
・
市
民
向
け
ご
み

減
量
講
座
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
多
岐
に

渡
る
活
動
を
実
施
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
す

る
ご
み
事
情
や
環
境
法
令
に
関
す
る
最
新
情

報
を
、
わ
か
り
や
す
く
市
民
・
事
業
者
に
提

供
し
て
い
ま
す
。

「いらなくなったらいる人へ」をテーマに、岡崎公園でフリーマーケットを開催

1600

自
発
性
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
基
本
と
し
て

ご
み
減
量
推
進
事
業

地域環境活動支援事業



24

　

京
都
市
ご
み
減
量
推
進
会
議
（
以
下
、
市

ご
み
減
）
は
、
市
民
、
市
民
団
体
、
事
業
者
、

事
業
者
団
体
、
ご
み
問
題
の
専
門
家
、
京
都

市
な
ど
が
対
等
の
立
場
で
参
画
す
る
組
織
で

す
。
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
な
が
ら
、
自

発
性
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
基
本
と
し
て
、

ご
み
減
量
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
で
の
ご
み
減
量
に
関
す
る
自

主
的
な
取
組
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
５（
平
成
７
）年
の
京
都
市
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
の
答
申
の
中
で
、「
行
政

主
導
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

の
３
者
の
協
働
に
よ
る
ご
み
減
量
の
取
組
が

必
要
」と
の
考
え
が
示
さ
れ
、
翌
１
９
９
６（
平

成
８
）年
に
市
ご
み
減
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
再
生
紙
推
進
、
秘
密
書
類

リ
サ
イ
ク
ル
、
企
業
向
け
・
市
民
向
け
ご
み

減
量
講
座
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
多
岐
に

渡
る
活
動
を
実
施
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
す

る
ご
み
事
情
や
環
境
法
令
に
関
す
る
最
新
情

報
を
、
わ
か
り
や
す
く
市
民
・
事
業
者
に
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
、
市
ご
み
減
は
当
協
会
と
組

織
統
合
し
、
ご
み
減
量
課
と
し
て
事
務
局
を

担
っ
て
い
ま
す
。
京
都
市
で
発
生
す
る
ご
み

を
減
量
し
、
環
境
を
大
切
に
し
た
ま
ち
と
暮

ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
育
ん

で
き
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
ご
み
問
題
に

関
す
る
専
門
性
を
生
か
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
市
民
・
事
業
者
・
行
政
等
が
参
画
す
る

「
普
及
啓
発
部
会
」「
２
Ｒ
型
エ
コ
タ
ウ
ン
構

築
部
会
」「
ご
み
減
量
事
業
化
部
会
」「
地
域

活
動
部
会
」
の
４
つ
の
部
会
で
立
案
・
検
討

し
、
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
普
及
啓
発

〈
講
座
〉

　

２
０
１
９
年
度
は
、
市
民
向
け
、
親
子
・

子
ど
も
向
け
、
企
業
向
け
の
ご
み
減
量
講
座

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
合
計
12
回
開
催
し
、

合
計
７
３
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

〈
ご
み
減
量
啓
発
イ
ベ
ン
ト
〉

　

全
市
的
イ
ベ
ン
ト
等
に
啓
発
ブ
ー
ス（
パ

ネ
ル
展
示
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ク
イ
ズ
、
工

作
教
室
等
）
を
合
計
10
回
出
展
し
、
合
計 

３
０
１
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

〈
広
報
〉

　

情
報
誌
「
こ
ご
み
日
和
」
を
年
４
回
発
行

し
た
ほ
か（
Ｐ
36
参
照
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
閲
覧
数
は
年
々
増
加
し
、
特
に
岡
崎

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数

は
月
平
均
９
０
７
３
ｐ
ｖ
で
し
た
（
前
年
比

１
２
１
％
）。

　

ま
た
、（
一
社
）持
続
可
能
環
境
セ
ン
タ
ー
の

「
３
Ｒ
・
低
炭
素
社
会
検
定
」
事
業
に
協
力

し
ま
し
た
。

地域環境活動支援事業

京
都
市
の
ご
み
減
量
に
向
け
て

日程 内容 人数

企
業
向
け

第1回 10/30 「コンビニエンスストア『ローソン』のほっとな環境取組」
三浦弘之氏　(株) ローソン 事業サポート本部 環境社会共生・地域連携推進部 31

第2回 1/28 「現地確認してますか？廃棄物処理施設見学ツアー」 
(株)京都環境保全公社、日本ウエスト(株)、光アスコン(株) 40

第3回 2/10 「食品リサイクル施設『エコの森京都』と
『さすてな京都』見学バスツアー」エコの森京都、大剛、さすてな京都

28

第4回 2/25 「働き方改革×廃棄物削減！オフィスでの物の管理～コクヨの挑戦～」
高橋伸年氏 コクヨマーケティング (株) 関西支社関西サプライ営業部部長 9（※1）

第5回 3/10 「食べ物を捨てたくない。～常識にとらわれない
『佰食屋』が目指すもの～」 54（※2）

子
ど
も
向
け

第1回 8/2 紙漉きワークショップ（花山児童館） 19

第2回 8/5 紙漉きワークショップ（太秦児童館） 107

第3回 11/30 まんがワークショップ（楽只児童館） 24

フ
ェ
ス

9/28 「愉快なおもちゃ箱」in 岡崎フリーマーケット 250

市
民
向
け

8/31
「災害時のごみの行方　知っていますか？」

若林完明氏　環境省 近畿地方環境事務所 災害廃棄物対策専門官
森朋子氏　　国立研究開発法人 国立環境研究所 特別研究員

38

1/14～3/18 「今日もマイボトルで！～マイボトルでカフェや給水スポット
を利用しよう！～」 160

３
Ｒ
・
低
炭
素

社
会
検
定

10/19
3 Ｒ部門半日コース（午前） 会員受講  6 

検定受験 10

低炭素社会部門半日コース（午後） 会員受講  5 
検定受験  9

※ 1 新型コロナウイルス感染拡大の影響により 9 名キャンセル   
※ 2 新型コロナウイルス感染拡大の影響により 2020 年 9 月５日に延期。人数は申込数

◇普及啓発で行った講座等（実施件数：12件 参加者数：736名）

子ども向けごみ減量講座「牛乳パックで紙すき教室」
（8月5日 太秦児童館）

子ども向けごみ減量講座「まんがワークショップ」
（11月30日 楽只児童館）
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２
０
８
店
舗
。
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
京
都
の

修
理
・
リ
ユ
ー
ス
ナ
ビ
サ
イ
ト〈
も
っ
ぺ
ん
〉」

の
ア
ク
セ
ス
数
は
月
平
均
１
万
１
３
６
８ 

ｐ
ｖ
（
前
年
度
比
１
８
９
・
５
％
）
で
し
た
。

ま
た
岡
崎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
「
も
っ

ぺ
ん
出
張
所
」
出
店
、「
も
っ
ぺ
ん
マ
ッ
プ
」

作
成
等
を
行
い
ま
し
た
。

〈
２
Ｒ
人
づ
く
り
事
業
〉

　

２
Ｒ
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
広
め
る
人
づ

く
り
事
業
に
向
け
、
２
０
１
９
年
度
は
、
社

会
人
向
け
教
育
事
業
の
調
査
、
関
係
す
る
個

人
・
団
体
の
ニ
ー
ズ
調
査
、
試
行
的
講
座
等

を
実
施
し
ま
し
た
。

地域環境活動支援事業

●
２
Ｒ
型
エ
コ
タ
ウ
ン
構
築
事
業

〈
講
座
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〉

　

ご
み
の
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
）
と
リ

ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
の
「
２
Ｒ
」
を
推
進
す

る
た
め
に
、「
リ
ー
フ
茶
の
普
及
で
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
減
ら
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

実
施
し
、「
映
画
上
映
会
＋
ミ
ニ
学
習
会
」「
海

ご
み
・
脱
プ
ラ
学
習
会
」「
２
Ｒ
茶
会
」「
リ
ー

フ
茶
大
学
講
座
」
等
を
合
計
28
回
開
催
し
、

合
計
１
６
５
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
ご
み
減
量
推
進
会
議
向
け
に
、

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
と
連
携
し
、「
宇

治
茶
ム
リ
エ
講
座
」
と
し
て
宇
治
茶
の
美
味

し
い
淹
れ
方
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル

の
問
題
等
の
学
習
会
を
実
施
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
特
設
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
信
し
、
月
平
均
１
万
８
５
５

ｐ
ｖ
の
ア
ク
セ
ス
数
を
獲
得
（
前
年
度
比

２
１
６
・
１
％
）。
ま
た
、「
脱
プ
ラ
・
減
プ
ラ
」

ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、
活
動
に
賛
同
す
る

人
に
配
布
し
ま
し
た
。

〈
２
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
紹
介
事
業
〉

　

京
の
お
直
し
屋
さ
ん
と
リ
ユ
ー
ス
シ
ョ
ッ

プ
情
報
サ
イ
ト
「
も
っ
ぺ
ん
」
の
掲
載
店
は

日程 内容 人数

9/14
14：00～ / 16：45～

映画「プラスチック・チャ
イナ」上映会＋ミニ学習会 110

6/9、6/24、8/20、8/27、9/7、
9/24、10/7、1/28、2/24

学 習 会「 海 ご み、 脱 プ ラ、
私たちの暮らしとのつなが
り」

228

4/27、5/3 2R 茶会 332

8/27、10/9、10/23、11/11、
11/21、12/6 宇治茶ムリエ講座 143

5/9、5/14、5/15、5/15、10/16、
10/30、11/20、12/17、12/18

リーフ茶大学講義
（京都光華女子大、同志社大、

立命館大、大商大、京都外大、
龍谷大、京都府立大）

844

◇2R型エコタウン構築事業
「リーフ茶の普及で、ペットボトルを減らそうキャンペーン」　

で行った講座等（実施 件数28件  参加者数1,657人  ）

映画「プラスチック・チャイナ」上映会（9月14日 パタゴニア京都店）「2R茶会」として、おいしいお茶の淹れ方講習とともに
ペットボトルリサイクルの現状を伝えた

裏面

お直し屋さんと
リユースショップの
情報を掲載した
「もっぺんマップ」
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●
ご
み
減
量
事
業
化

〈
再
生
紙
推
進
事
業
（
め
ぐ
レ
ッ
ト
）〉

　

市
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
飲
用
し

た
学
校
給
食
の
学
乳
パ
ッ
ク
を
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
「
め
ぐ
レ
ッ
ト
」
の
原
料
に
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
事
業
で
、
２
０
１
９
年
度
は
合

計
１
１
万
７
１
０
８
ト
ン
の
回
収
量
で
し
た
。

〈
市
民
等
か
ら
の
提
案
に
よ
る
ご
み
減
量 

モ
デ
ル
事
業
〉

　

循
環
型
社
会
の
実
現
に
資
す
る
事
業
に

対
し
、
先
進
的
な
モ
デ
ル
事
業
（
上
限

１
０
０
万
円
）
と
地
域
活
動
事
業
（
上
限

50
万
円
）
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
９
団
体

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
９
団
体
を
採

択
し
ま
し
た
。
３
月
６
日
に
予
定
し
て
い
た

成
果
報
告
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
。

●
地
域
活
動

　

京
都
市
に
は
、
地
域
住
民
に
よ
り
組
織

さ
れ
る
「
地
域
ご
み
減
量
推
進
会
議
」
が

２
０
６
団
体
あ
り
、
市
ご
み
減
が
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
も
、
行
政
区
単
位
で
の
エ
コ

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
学
区
単
位
で
の
資
源
物
回

収
、
環
境
啓
発
の
た
め
の
勉
強
会
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
等
）
を
実
施
す
る
等
、
地
域
で
の

課
題
に
合
わ
せ
た
活
動
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
区
代
表
者
会
議
（
意
見
交
換
会
）

を
８
月
23
日
、ま
た
、２
月
14
日
に
花
王（
株
）

和
歌
山
工
場
他
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

地域環境活動支援事業

〈
岡
崎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
〉

　

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の
再
使
用

（
リ
ユ
ー
ス
）
を
目
的
と
し
て
、「
い
ら
な
く

な
っ
た
ら
い
る
人
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
岡
崎

公
園
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
10
回
開
催
し

ま
し
た
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
影
響
に
よ
り
２
回
中
止
）。
出
店
数
は
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
の
取
組

の
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
、
他
団
体
や
他
事
業
と

の
連
携
を
進
め
て
い
ま
す
。

〈
秘
密
書
類
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
〉

　

事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
、
機
密
保
持
を

要
す
る
書
類
（
秘
密
書
類
）
を
、
段
ボ
ー
ル

梱
包
の
状
態
で
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
へ
搬
出

し
ま
し
た
（
年
合
計
９
ト
ン　

前
年
度
比

１
２
０
・
４
％
）。

京都市の学校給食の牛乳パックを
リサイクルした「めぐレット」

秘密書類リサイクル事業の回収の様子

　

平
成
７
年
、
市
ご
み
減
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
の
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、

私
ど
も
京
都
府
紙
料
協
同
組
合

が
、
秘
密
書
類
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

に
お
け
る
「
引
き
取
り
」
と
「
製

紙
工
場
へ
の
搬
入
」
と
い
う
重
要

な
役
目
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

以
来
、
個
人
情
報
の
守
秘
に
万
全

を
期
し
、
今
日
に
至
り
ま
す
。

　

当
初
は
わ
ず
か
な
重
量
で
し
た
が
、
現
在
は

年
間
お
よ
そ
１
０
０
０
ト
ン
の
秘
密
書
類
を
リ

サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
乗
せ
、
新
し
い
紙
に
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
か
つ
て
は
同
量
が
ご
み
と
し
て
焼
却
さ

れ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
隔
世
の
感
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
も
長
年
に
亘
る
市
民
、
企
業
の
皆
様

の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
高
揚
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

市
ご
み
減
か
ら
の
啓
発
、
周
知
の
成
果
と
思
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
12
月
18
日
、
ご
み
減
設
立
20
周
年

の
折
に
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
事
業
を
通
し
て
地
球
環
境
保
護
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

秘密書類リサイクル事業に
参画して パ

ー
ト
ナ
ー
の
声

澤田修一さん

京都府紙料協同組合
理事長



27

行
動
計
画
の
実
現
に
取
り
組
む
〜
京
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜

シンポジウム「観光地の持続可能性 これからの展望」
（2月8日 京都経済センター）

京都環境コミュニティ活動（KESC）として複数の中小企業が連携し、
京都市立明徳小学校の学校観察林「わきの山」に防鹿柵を設置

　

１
９
９
２
（
平
成
４
）
年
に
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
「
地

球
サ
ミ
ッ
ト
（
国
連
環
境
開
発
会
議
）」。
こ

の
会
議
で
は
、
21
世
紀
に
向
け
た
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
人
類
の
行
動
計
画
「
ア

ジ
ェ
ン
ダ
21
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ア

ジ
ェ
ン
ダ
21
は
、
地
方
公
共
団
体
に
、
地
域

住
民
と
の
意
見
交
換
に
基
づ
い
て
「
ロ
ー
カ

ル
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
京
都
市
で
は
、
１
９
９
７
（
平
成

９
）
年
に
京
都
市
版
行
動
計
画
「
京
の
ア

ジ
ェ
ン
ダ
21
」
を
定
め
、
そ
れ
を
市
民
・
事

業
者
・
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
推
進

す
る
た
め
の
組
織
「
京
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
以
下
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
）」
を
、

１
９
９
８
（
平
成
10
年
）
に
設
立
。
以
来
、

産
官
学
お
よ
び
市
民
が
連
携
し
、

・
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
」

・
家
電
製
品
へ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
ベ
ル
表
示

・
お
祭
り
へ
の
リ
ユ
ー
ス
食
器
導
入
等
、
全

京のアジェンダ21フォーラム会員の意見交換会で、組織運営のあり方や今後の活動について
活発な議論を行った（7月19日）

地域環境活動支援事業

1700

設
立
20
周
年
を

迎
え
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

京
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
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２
０
１
９
年
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
当
協
会
と

組
織
統
合
し
、
引
き
続
き
京
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ

21
に
示
さ
れ
た
行
動
計
画
を
具
体
化
し
、
環

境
と
共
生
す
る
持
続
可
能
型
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
以
下
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
企
業
等
に
よ
る
環
境
活
動
促
進
・
支
援

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
京
都
市
内
の
各
地
域

に
お
け
る
事
業
者
・
学
校
・
住
民
が
、「
環

境
保
全
活
動
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
協
力
し
合

い
な
が
ら
活
動
す
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
複
数
の
企
業
等
が

チ
ー
ム
で
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
む
「
京

都
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
（
Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）」

と
、
企
業
等
に
よ
る
生
物
多
様
性
活
動
「
Ｋ

Ｅ
Ｓ
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
事

務
局
業
務
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
京
都
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動（
Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
）

〈 

ア 

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ー
ム
〉

　

２
月
18
日
に
京
都
市
立
藤
ノ
森
小
学
校
４

国
の
モ
デ
ル
と
も
な
る
先
駆
的
な
取
組
を
実

践
し
て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
８
年
に
20
周
年
の
節
目
を
経
て
、

こ
れ
か
ら
も
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」「
社

会
実
験
」「
政
策
提
言
」
の
３
つ
の
働
き
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

「環境かみしばいチーム」の紙芝居上演
（1月23日 向島保育園）

KESエコロジカルネットワークのキクタニギク展示
（京都駅ビル）

持
続
可
能
社
会
の
実
現
に

向
け
て

地域環境活動支援事業

年
生
を
対
象
に
、「
電
気
は
ど
こ
で
で
き
て

い
る
ん
だ
ろ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
学
習

の
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

【
チ
ー
ム
参
加
者
】

（
株
）
立
花
エ
レ
テ
ッ
ク
、（
有
）
本
杉
工

機
、
生
田
産
機
工
業
（
株
）、
三
菱
電
機
照

明
（
株
）、（
株
）
大
電
社
、（
株
）
エ
イ
コ
ー

〈 

イ 

環
境
か
み
し
ば
い
学
習
チ
ー
ム
〉

　

12
月
４
日
に
つ
く
し
保
育
園
（
伏
見
区
）、

１
月
23
日
に
向
島
保
育
園
（
伏
見
区
）
で
新

作
の
環
境
紙
芝
居
「
環
境
く
ん
と
バ
ッ
サ
イ

く
ん
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

【
チ
ー
ム
参
加
者
】

公
栄
運
輸
（
株
）、
京
都
電
測
（
株
）、
メ
ッ

ト
ラ
イ
フ
生
命
保
険
（
株
）、
ア
イ
セ
ッ
ク

同
志
社
大
学
委
員
会

〈 

ウ  

里
山
保
全
チ
ー
ム
〉

　

京
都
市
立
明
徳
小
学
校
の
学
校
観
察
林
、

通
称
「
わ
き
の
山
」
で
、
チ
マ
キ
ザ
サ
自
生

地
を
守
る
た
め
の
鹿
よ
け
防
護
柵
を
設
置
し

ま
し
た
。

【
チ
ー
ム
参
加
者
】

（
株
）
小
林
造
園
、
京
都
信
用
金
庫
、（
株
）

北
斗
プ
リ
ン
ト
社
、
京
都
市
立
明
徳
小
学
校
、

明
徳
小
学
校
学
校
運
営
協
議
会

② 

「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

事
務
局
業
務

　

Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
・

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
登
録
企
業
や
学
校
等
が
参
加

し
、
葵
祭
で
使
わ
れ
る
「
フ
タ
バ
ア
オ
イ
」

や
、
東
山
の
地
名
か
ら
名
前
が
つ
い
た
「
キ

ク
タ
ニ
ギ
ク
」
等
、
京
都
の
文
化
に
ゆ
か
り

の
あ
る
希
少
植
物
の
保
全
・
育
成
等
を
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
格
実
施
か
ら
５
年
目
を
迎
え
た

２
０
１
９
年
度
は
２
５
４
事
業
所
が
参
加
し
、

説
明
会
や
育
成
講
習
会
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、

上
賀
茂
神
社
へ
の
フ
タ
バ
ア
オ
イ
の
奉
納
、

梅
小
路
公
園
で
の
「
藤
袴
と
和
の
花
展
」
へ

の
出
展
な
ど
の
連
絡
調
整
や
様
々
な
情
報
提

供
を
行
い
ま
し
た
。

【
関
係
団
体
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｅ
Ｓ
環
境
機
構
、（
公
財
）

京
都
市
都
市
緑
化
協
会
、
京
都
駅
ビ
ル
開
発

（
株
）、
京
都
市

　

な
お
、
事
業
者
向
け
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
セ
ミ
ナ
ー

を
３
月
17
日
に
企
画
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
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地域環境活動支援事業

●
観
光
の
エ
コ
化
の
推
進

　
「
祗
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
」に
参
画
し
、

観
光
の
エ
コ
化
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
削
減
活
動
を
通
じ
た
住
民
と
観
光
客
の
持

続
可
能
な
共
存
」
と
し
て
地
球
環
境
基
金
の

助
成
を
受
け
、
７
月
の
祇
園
祭
で
の
給
水
ス

ポ
ッ
ト
の
設
置
、
地
域
店
舗
へ
の
リ
ユ
ー
ス

食
器
導
入
試
行
、
ご
み
の
現
地
調
査
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
９
月
以
降
、
祇
園
祭
山
鉾
連
合
会

の
皆
さ
ん
を
始
め
と
す
る
関
係
者
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
連
続
学
習
・
検
討
会
を
開
催
。

　

２
月
８
日
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
観
光
地

の
持
続
可
能
性
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
」
を
開

催
し
、
宗
田
好
史
氏
（
京
都
府
立
大
学
副
学

長
）
の
基
調
講
演
の
後
、
石
川
恵
介
氏
（
嵐

山
商
店
街
副
会
長
）、
大
嶋
博
規
氏
（
祇
園

祭
山
鉾
連
合
会
副
理
事
長
）、
太
田
航
平
氏

（
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
理
事
長
）
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
（
参
加
者
56
名
）。

● 

京
都
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
組

の
推
進

　

京
都
に
お
け
る
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
多
様
な
主
体
が
取

組
を
推
進
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
い
、
各
方
面
へ
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
12
月
21
日
に
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
市
縁
堂

２
０
１
９
」（
京
都
市
市
民
活
動
総
合
セ
ン

タ
ー
主
催
）
に
出
展
し
、
ブ
ー
ス
や
シ
ョ
ー

ト
プ
レ
ゼ
ン
等
で
環
境
情
報
を
お
伝
え
し
た

り
、
当
協
会
の
活
動
紹
介
等
も
行
い
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
関
心
の
あ
る
多
様
な
来
場
者
や
出
展

団
体
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
５
日
に
は
、
か
ん
え
こ
（
関

西
環
境
系
異
業
種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
と
共
催

で
、「
ゲ
ー
ム
で
体
験
！
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
ま
ち

づ
く
り
」
を
開
催
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
と
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ 

ｄ
ｅ 

地
方
創
生
」
の
体
験
会
を
行
い

ま
し
た
。（
高
校
生
含
め
参
加
者
33
名
）。

　

な
お
、
２
月
29
日
に
参
加
型
セ
ミ
ナ
ー
を

企
画
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

祇園祭ごみゼロ大作戦でさらに持続可能な取組を目指し
調査・研究プロジェクトが始動

祇園祭山鉾連合会の皆さん等との連続学習・検討会の様子

SDGsをテーマとした「市縁堂2019」にブース出展
（12月21日 ひと・まち交流館京都）

「ゲームで体験！ＳＤＧｓ×まちづくり」の様子（1月5日 エコセン）



30

●
気
候
変
動
に
つ
い
て
の
最
新
情
報
発
信

　

２
０
１
９
年
５
月
11
日
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ 

第

49
回
総
会
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
た
京
都
市
主

催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

業
運
営
委
員
長
の
新
川
達
郎
氏
（
同
志
社

大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
教
授
・

政
策
学
部
教
授
）
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
ほ

か
、「Global Landscapes Forum

 Kyoto 

2019

」
に
ブ
ー
ス
出
展
し
ま
し
た
。

●
環
境
情
報
等
の
発
信
と
共
有

　

９
月
と
３
月
に
情
報
誌
「
あ
じ
ぇ
ん
だ
」

を
発
行
し
た
ほ
か
（
Ｐ
36
参
照
）、
毎
月
初
め

に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
京
え
こ
め
る
」
の
配

信
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Facebook

、Tw
itter

で
の
情
報
発
信
を
随
時
行
い
ま
し
た
。

●
交
流
・
共
催
事
業
の
実
施

　

５
月
に
家
庭
の
省
エ
ネ
相
談
所
協
議
会
を

開
催
し
た
ほ
か
、
京
都
カ
ー
フ
リ
ー
デ
ー
実

行
委
員
会
へ
の
参
画
、
京
都
雨
庭
研
究
会
へ

の
参
加
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

再生可能エネルギー100％セミナーの様子（5月20日）

　

祇
園
祭
の
宵
山
の
賑
わ
い
は

夏
の
風
物
詩
で
す
が
、
そ
の
裏

で
出
て
く
る
ご
み
の
量
は
半
端

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
４

年
か
ら
始
ま
っ
た
「
ご
み
ゼ
ロ

大
作
戦
」
で
は
、
多
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
に

よ
り
、
ご
み
減
量
の
ほ
か
、
分
別
排
出
の
向
上
、

散
乱
ご
み
の
削
減
な
ど
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
更
な
る
高
み
を
め
ざ
そ
う
と
、
京
の

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
呼
び
か
け
、
今

後
の
祇
園
祭
ご
み
ゼ
ロ
大
作
戦
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。リ
サ
イ
ク
ル
・

リ
ユ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

も
検
討
し
て
み
た
り
、「
食
べ
歩
き
す
る
祭
り
」

と
「
本
来
の
文
化
と
し
て
の
祭
り
」
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
考
え
て
み
た
り
、
山
鉾
連
合
会
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
ほ
か
、
経
済
界
、
地
元
の
方
、
研

究
者
な
ど
、
多
様
な
意
見
が
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
「
よ
り
よ
く
す
る
」
余
地
は
た

く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
。

　

祇
園
祭
は
、
疫
病
退
散
の
目
的
が
あ
り
、
み

な
で
い
い
「
祭
り
」
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
、

き
っ
と
コ
ロ
ナ
も
克
服
し
て
い
け
る
と
思
い
ま

す
。

「祇園祭ごみゼロ大作戦」を
よりよくするために パ

ー
ト
ナ
ー
の
声

鈴木 靖文さん

（有）ひのでやエコライフ研究所 
所　長

地域環境活動支援事業

● 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
以
下
、再
エ
ネ
）

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
を
定
期
的
に
開

催
し
、
再
エ
ネ
導
入
・
拡
大
に
向
け
た
取
組

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
再
エ
ネ
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
会
議
に
お
い
て
、
京
都
市
と
の
連

携
や
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力
買
取
期
間
終

了
に
際
し
て
の
情
報
提
供
、
京
エ
コ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
再
エ
ネ
１
０
０
％
化
等
に
つ
い
て

検
討
を
実
施
。

　

ま
た
、
５
月
20
日
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
１
０
０
％
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
Ｒ

Ｅ
１
０
０
実
施
企
業
か
ら
東
俊
一
郎
氏
（
ア

ス
ク
ル
（
株
） 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
環
境
・
安
全
管
理

部
長
）、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
宣
言

企
業
・
団
体
か
ら
高
林
伸
樹
氏
（（
有
）
糺

書
房 

代
表
取
締
役
社
長
）、木
原
浩
貴
氏
（
京

都
府
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
）
の
事
例
報
告
と
、
豊
田
陽
介
氏

（
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
席
研
究
員
）
の
進

行
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
（
参
加
者
35
名
）。
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京
都
モ
デ
ル
を
生
か
し
海
外
の
人
材
育
成
〜
国
際
事
業
〜

松藤康司福岡大学名誉教授から、低コストで衛生的に廃棄物を埋め立て、
浸出水の管理・処理を行う技術「福岡方式」を学ぶ研修員たち

高月紘 京都大学名誉教授（当協会理事長）による「地球環境問題総論」の講義

　

本
研
修
は
、
海
外
で
廃
棄
物
管
理
に
関
わ

る
行
政
職
員
に
、
２
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
訪
日

研
修
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
廃
棄
物
管
理

や
政
策
に
関
わ
る
講
義
や
視
察
を
行
う
だ
け

で
な
く
、
市
民
参
画
に
よ
る
廃
棄
物
減
量
や

分
別
へ
の
協
力
を
ど
の
よ
う
に
得
る
の
か
と

い
う
視
点
で
、
研
修
の
企
画
か
ら
実
施
ま
で

を
行
っ
て
い
ま
す
。
訪
日
研
修
に
先
立
っ
て

約
１
週
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
ブ
ラ
ジ
リ
ア
連
邦

直
轄
区
及
び
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
お
け
る
在
外

補
完
研
修
を
行
な
い
、
都
市
の
規
模
や
発
展

段
階
に
応
じ
た
廃
棄
物
管
理
に
つ
い
て
も
学

ぶ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1201

「
廃
棄
物
管
理
能
力
向
上
」

　

２
０
１
９
年
度
は
、
８
／
29
～
10
／
19
の

間
、 

４
ヶ
国
か
ら
行
政
等
職
員
８
名
（
ア
ン

ゴ
ラ
１
名
、
ブ
ラ
ジ
ル
３
名
、
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
３
名
、
サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ
ペ
１
名
）

を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

講
義
・
施
設
等
見
学
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
作
成

京都市の最終処分場である「エコランド音羽の杜（京都市東部山間埋立処分地）」で解説を聞く海外からの研修員たち

国際事業

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
課
題
別
研
修

（
応
用
、計
画
・
政
策
編
）
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国際事業

アクションプランを作成している様子2 ヶ月の研修の集大成として、
アクションプランを発表

○
目
標
設
定
・
課
題
分
析
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
３
週
目
】
日
本
・
京
都
の
廃
棄
物
管
理
・
処
理

○
エ
コ
セ
ン
で
講
義

「
京
都
市
の
廃
棄
物
政
策
」

「
廃
棄
物
の
実
態
把
握
と
管
理
計
画
」

「
廃
棄
物
管
理
・
処
理
の
歴
史
、最
新
の
動
向
」

「
日
本
の
廃
棄
物
処
理
」

○
京
都
市
施
設
見
学

「
南
部
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

「
横
大
路
学
園
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
中
間
処
理
施
設
）」

「
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
施
設
」

「
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

「
最
終
埋
立
処
分
地『
エ
コ
ラ
ン
ド
音
羽
の
杜
』」

「
山
科
ま
ち
美
化
事
務
所
」

「
醍
醐
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

【
４
週
目
】
衛
生
的
な
埋
立
・
コ
ン
ポ
ス
ト

技
術
等
（
福
岡
）

○
広
島
市
で
見
学

「
平
和
記
念
公
園
」「
平
和
記
念
資
料
館
」

○
福
岡
市
で
講
義

「
衛
生
的
な
廃
棄
物
埋
立
技
術
に
つ
い
て
」

○
福
岡
市
施
設
見
学

「
西
部
（
中
田
埋
立
場
」

「
福
岡
市
西
部
水
処
理
セ
ン
タ
ー
」

【
１
週
目
】
日
本
及
び
研
修
全
体
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
西
で
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

○
エ
コ
セ
ン
・
京
都
大
・
同
志
社
大
で
講
義

「
地
球
環
境
問
題
総
論
」「
環
境
と
経
済
」「
日

本
の
地
方
自
治
体
・
地
方
行
政
」

【
２
週
目
】
課
題
分
析
と
研
修
目
標
設
定

○
エ
コ
セ
ン
見
学

○
研
究
員
そ
れ
ぞ
れ
の
事
前
レ
ポ
ー
ト
発
表

○
北
九
州
市
で
講
義

「
公
害
・
環
境
問
題
克
服
の
取
組
の
歴
史
」

○
北
九
州
市
施
設
見
学「
環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

「
北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
（
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
・
Ｂ
Ｄ
Ｆ　

工
場
・
福
岡
大
学
実
証
研
究
施
設
）」

○
北
九
州
市
で
講
義
・
実
習

「
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
（
高
倉
式

コ
ン
ポ
ス
ト
）」

【
５
週
目
】
自
治
体
同
士
の
連
携
や
民
間
企
業

に
よ
る
廃
棄
物
管
理・処
理（
大
阪・兵
庫・京
都
）

○
大
阪
・
兵
庫
・
京
都
で
講
義
・
見
学

「
大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー

（
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
）」

「（
株
）
神
戸
ポ
ー
ト
リ
サ
イ
ク
ル
」

「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー（
株
）」　

「
大
栄
環
境（
株
）三
木
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

「（
株
）
月
桂
冠
」

「
城
南
衛
生
管
理
組
合
」

「（
株
）
山
本
清
掃
」

「（
株
）
エ
ム
・
ア
ー
ル
・
シ
ー
」

「（
株
）
京
都
環
境
保
全
公
社
」

【
６
週
目
】コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
組（
京
都・滋
賀
）

○
エ
コ
セ
ン
で
講
義

「
循
環
型
社
会
の
構
築
」

「
京
都
市
ご
み
減
量
推
進
会
議
の
取
組
」

「
グ
リ
ー
ン
購
入
・
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
」

「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
Ｋ
Ｅ
Ｓ
」

「
市
民
参
画
の
仕
組
み
づ
く
り
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

「
京
都
市　

エ
コ
学
区
の
取
組
に
つ
い
て
」

○
滋
賀
県
内
で
講
義
・
見
学
・
体
験

「
あ
い
と
う
町
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
あ
い
と
う
エ
コ
プ
ラ
ザ
」

「
農
村
生
活
体
験
（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
）」

【
７
週
目
】
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

の
考
え
方
と
方
法

○
エ
コ
セ
ン
で
講
義

「
環
境
教
育
概
論
」

「
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
の
手
法
」

「
ご
み
減
量
市
民
啓
発
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
企
画
」

「
京
都
市
こ
ど
も
エ
コ
ラ
イ
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ

実
施
の
経
緯
と
京
都
の
環
境
教
育
」

○
京
都
市
立
砂
川
小
学
校
で
授
業
見
学

「
京
都
市
こ
ど
も
エ
コ
ラ
イ
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

【
８
週
目
】
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
作
成

○ 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
西
で
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン 

作
成
・
発
表

　

こ
の
よ
う
に
、
前
半
で
講
義
や
見
学
か
ら

学
ん
だ
こ
と
を
自
国
で
活
か
す
た
め
、
後
半
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国際事業国際事業国際事業

日系研修研修員が、エコセン全館イベントで環境教育プログラムを実施日系研修最終報告会で、アクションプランを発表

JICAマレーシア第２フェーズに向けた会議

1202

「
イ
ス
カ
ン
ダ
ル・マ
レ
ー
シ
ア

地
域
に
お
け
る
低
炭
素
社
会

づ
く
り
に
向
け
た
人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
事
業

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
２
フ
ェ
ー
ズ
と
な

る
「
低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
人
材
育
成

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
フ
ェ
ー
ズ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
向

け
、
現
地
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
か
か
る
合
意
文
書
（
ミ

ニ
ッ
ツ
）
の
締
結
の
た
め
の
調
整
や
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
関
西
及
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
マ
レ
ー
シ
ア
事
務

所
と
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
始
は
２
０
２
０
年
度
中
の
予
定
で
す
。

　

中
南
米
の
日
系
研
修
員
を
対
象
に
、
約

１
ヵ
月
間
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
日
系
社
会
研
修
「
環

境
教
育
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
（
都
市
型
環
境

教
育
）」
コ
ー
ス
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
形
式
で
協
会
の
業
務
を
行
う
こ
と
を

通
じ
、
帰
国
後
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
活
躍
で

き
る
環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
り
ま

す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
11
月
８
日
～
12
月
２

日
の
期
間
で
、
１
名
の
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
研

修
員
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
エ
コ
セ
ン
業
務

を
通
じ
て
環
境
教
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、

研
修
員
が
企
画
し
た
マ
イ
ク
ロ
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
テ
ー
マ
と
し
た
環
境
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
、
エ
コ
セ
ン
全
館
イ
ベ
ン
ト
時
に
多

く
の
来
館
者
に
対
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

1203

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
日
系
研
修

受
入
業
務

日
中
友
好
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

｢

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
構
築

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

支
援
業
務

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国

　

中
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
い
て
、
先
方
の
要
望
に
応
じ
、
情
報
・

意
見
交
換
や
、
研
修
の
受
入
や
短
期
専
門
家

派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、

中
国
で
の
環
境
学
習
施
設
の
運
営
や
環
境
教

育
の
推
進
を
は
か
る
た
め
の
取
組
及
び
仕
組

み
づ
く
り
に
、
継
続
し
て
協
力
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
、
中
国
・
北
京
に
あ
る

日
中
友
好
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
及
び
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
と
の
情
報
交
換
等
を
継
続

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究

員
が
12
月
に
関
西
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
希

望
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
合
う
関
西
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団

体
等
、
視
察
先
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う

と
と
も
に
、
日
本
の
グ
リ
ー
ン
消
費
、
特
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
関
す
る
３
Ｒ
や
市
民
教
育
、

企
業
活
動
等
に
つ
い
て
、
エ
コ
セ
ン
で
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

で
は
研
修
員
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
が
実
行

さ
れ
る
よ
う
、
研
修
終
了
後
も
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

1204
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国際事業国際事業国際事業

韓国・自然の友研究所と当協会のMoU（覚書）締結式

　

２
０
１
９
年
11
月
に
エ
コ
セ

ン
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
日
系

研
修
「
環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
養

成
研
修
」
を
研
修
員
と
し
て
受

け
ま
し
た
。
約
１
ヶ
月
の
間
、

多
く
の
興
味
深
い
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
、
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
の
見
学
、「
え
こ
そ
ら
キ
ッ
ズ
」

と
「
＋（
プ
ラ
ス
）
未
来
フ
ェ
ス
タ
」
へ
の
参

加
が
思
い
出
深
く
残
り
ま
す
。 

　

京
都
市
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
汚
く

て
騒
々
し
い
場
所
で
ゴ
ミ
の
山
が
焼
却
さ
れ
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
逆
で
し
た
。
ロ

ビ
ー
で
は
、
ゴ
ミ
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の

問
題
や
解
決
策
に
関
す
る
デ
ー
タ
、
写
真
、
事

実
が
わ
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

入
口
か
ら
出
口
ま
で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
楽
し
い
方
法
で
環
境
教
育
を

伝
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
て
、
感
心
し
ま
し
た
。

  

え
こ
そ
ら
キ
ッ
ズ
の
菜
園
グ
ル
ー
プ
に
参
加

し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
気
の
高
さ
に
驚
き
、
そ

の
理
由
が
分
か
り
ま
し
た
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を

教
え
る
だ
け
で
な
く
、
植
え
付
け
、
植
物
の
季

節
性
、
野
菜
の
さ
ま
ざ
ま
な
使
用
法
を
、
穏
や

か
で
思
い
や
り
の
あ
る
説
明
で
伝
え
て
い
ま
し

た
。
大
き
く
て
き
れ
い
な
野
菜
を
育
て
る
こ
と

が
目
標
で
は
な
く
、
失
敗
や
困
難
も
、
成
功
と

同
じ
く
ら
い
貴
重
な
教
訓
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
は
、
こ
の
地
球
上
の
す
べ
て
の
生
物
を

尊
重
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　

＋（
プ
ラ
ス
）
未
来
フ
ェ
ス
タ
で
は
「
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
来
た
お
姉
さ
ん
と
ペ
ン
サ
ー
ル
！
」

と
い
う
題
名
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
の
人
間
の

関
係
を
、
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
ま
し
た
。
担
当
職
員
さ
ん
や
エ
コ
セ
ン
の

皆
さ
ん
か
ら
教
わ
っ
た
知
識
を
生
か
し
て
、
適

切
で
楽
し
い
方
法
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
ら
れ

た
か
と
思
い
ま
す
。
私
が
学
ん
だ
主
な
教
訓
は
、

人
々
が
自
分
で
見
て
、
触
れ
て
、
考
え
る
と
き

に
、
環
境
に
つ
い
て
の
理
解
を
発
展
さ
せ
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
戻
っ
て
、
私
が
住
ん
で
い
る
ア

パ
ー
ト
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
を
設
置
す

る
た
め
の
行
動
計
画
を
実
行
し
始
め
て
い
ま
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ–

19
に
よ
っ

て
会
議
は
延
期
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
現
在
、
住

宅
内
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
も
の
の
分
別
を

改
善
す
る
取
り
組
み
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

環境教育リーダー養成
研修に参加して パ

ー
ト
ナ
ー
の
声JICA日系研修員

ブラジル サンパウロ州保健局　
疫学調査センター所長

鈴木エリアナさん

そ
の
他　

国
際
事
業

1205
　

環
境
教
育
、
環
境
学
習
施
設
運
営
、
市
民

参
画
を
通
じ
た
国
際
協
力
の
研
修
・
事
業
に

つ
い
て
、
リ
サ
ー
チ
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
15
日
に
エ
コ
セ
ン
に
お
い
て
、
韓

国
・
自
然
の
友
研
究
所
と
日
本
国
・
当
協
会

の
両
団
体
に
よ
る
環
境
教
育
・
学
習
、
Ｅ
Ｓ

Ｄ
等
推
進
に
関
す
る
相
互
協
力
に
係
る
Ｍ
ｏ

Ｕ
（
覚
書
）
締
結
式
を
行
い
ま
し
た
。
締
結

式
後
に
、
韓
国
・
自
然
の
友
研
究
所
所
長
に

よ
る
講
演
会
「
韓
国
環
境
問
題
と
環
境
教
育

の
流
れ
」
を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
８
日
～
10
日
の
３
日
間
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
ア
チ
ェ
州
政
府
青
少
年

局
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
対
話
ラ
ボ
等
と
協
働

し
実
施
し
て
い
る
津
波
被
災
地
間
の
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
と
し
て
、
京
都
市
に
お
け

る
廃
棄
物
管
理
等
に
関
す
る
研
修
「W

aste 

Academ
y

」
を
企
画
・
実
施
。
26
名
を
受

入
れ
、
講
義
や
見
学
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

インドネシア国アチェ州政府青少年局が「さすてな京都」を見学
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蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
〜
講
師
派
遣
・
調
査
研
究
等
〜

　

講
師
派
遣
の
依
頼
を
受
け
、
環
境
教
育
、

環
境
学
習
施
設
運
営
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
に
つ
い
て
講
演
等
を
行

い
、
学
会
等
で
も
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
２
０
１
９
年
度
は
、文
部
科
学
省
「
平

成
31
年
度
ユ
ネ
ス
コ
活
動
費
補
助
金 

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
の
担
い
手
育
成
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
推
進

事
業
」
に
採
択
さ
れ
、「
京
都
・
関
西
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
み
や
こ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
行
委
員
会
」
を
設
置
し
、

大
学
生
・
大
学
院
生
対
象
の
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。

1401-1502

講
師
派
遣
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン・

Ｅ
Ｓ
Ｄ

－

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業

日程 事業名 主催

5/11 IPCC 第49回総会京都市開催記念
シンポジウム 京都市

5/13 「Global Landscapes Forum Kyoto 2019」
( パネル出展 ) 国際林業研究センター

8/23 豊中市「協働の取組に関する意見交換会」 豊中市

11/15 
～17 清里ミーティング 2019( ポスターセッション ) ( 公財 ) 日本環境教育

フォーラム

2/1 
2/2 第 27 回ワン・ワールド・フェスティバル ワン・ワールド・フェスティバル

実行委員会

2/14 
2/15

持続可能な社会・なりわい・暮らし
ささやまミーティング エコネット近畿

講師派遣事業・その他事業

当
協
会
が
２
０
１
９
年
度
に
発
行
し
た

広
報
物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

国際協力イベント「ワン・ワールド・フェスティバル」に
出展（2月1日 大阪市北区民センター）

「みやこ KAMADOKI プログラム」成果報告会で、
大学生たちが発表する様子（9 月 22 日 京都経済センター）

京都市立嵯峨野小学校「エコロジー学習」の授業に
当協会職員を講師として派遣（6月11日）

日程 事業名 主催

6/11 エコロジー学習
（ごみ減量に係る授業）

京都市立嵯峨野
小学校

6/21
JICA 課題別研修

「エネルギーの高効率利
用と省エネの推進 (C)」

(一財)省エネルギー
センター

6/24 自主くらぶ「お袋さん」
への講師派遣

生活協同組合
コープこうべ

7/26 夏休み親子エコ工作
教室

京都生協北ブロック
ほっこりクラブ

8/3
新任ボランティア
コーディネーター基礎
研修

( 社福 ) 大阪
ボランティア協会

9/7 
9/8 

10/5 
10/6

「ボランティアコーディネー
ション力検定」直前研修

( 特活 ) 日本ボラン
ティアコーディネー
ター協会

9/17

JICA 草の根パートナー
型「ブータン王国ティン
プー市における廃棄物
適正管理に関する技術
移転事業」

( 一財 ) 日本環境
衛生センター

10/24
JICA 課題別研修

「博物館とコミュニティ開
発」

国立民族学博物館

2/12
JICA 課題別研修

「 総 合 的 な 廃 棄 物 管 理
( 全般 )(B)」

中部リサイクル
運動市民の会

◇ 講師派遣 　実績一覧

◇学会等での発表等 　実績一覧
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発
行
物
一
覧
当
協
会
が
２
０
１
９
年
度
に
発
行
し
た

広
報
物
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

嵯峨地域ごみ減の

エコクッキング

「なごみ日和」／海
平和

扇子と職人の物語
「なかにしや京扇」

大切なことは森林から学ぶ
「京女の森」

「錦市場」の楽しみ方

井上章一氏が語る「建築文化」

1日 1人 62 g

「なごみ日
和」／海平

和

食品ロ
スをゼ

ロに

「かん
きょう

と」

100
年使
える
桐た
んす

「桐
工房
」

プラごみ廃棄大国「日本」

持続可能なキャンパスを目指して
「エコ～るど京大」

循環型の暮らし
「アイトワ」

「アジェンダ 21」とは「21世紀への検討課題」という意味。
「京のアジェンダ 21フォーラム」では、市民・事業者・行政が力を合わせて
環境と共生できるまちの姿を描いていきます。

情報誌

秋
2019

第63号

京京京京 のアジェンダ21フォーラム ニュースレター

2019年度 京のアジェンダ21フォーラム意見交換会
７月19日（金）京のアジェンダ21フォーラム意見交換会が京エコロジーセンターで開催されまし

た。公益財団法人京都市環境保全活動推進協会との統合後、会員の皆様との初めての議論の場となった
意見交換会では、組織運営の有り方や当フォーラムの今後の活動について活発な意見が交わされまし
た。ご出席いただいた皆様、本当にありがとうございま
した。
当フォーラムでは、引き続き会員の皆様からのご意

見・ご希望をお待ちしております。
詳しくは、当フォーラムホームページから「ご意見記

入シート」をダウンロードしていただき、事務局まで
メールもしくはFaxにてお送りください。
(事務局案内は、本誌４ページ下に記載しています。)

祇園祭ごみゼロ大作戦、さらに持続可能な取組を目指し、調査・研究プロジェクトが始動しています

提供：（一社）祇園祭ごみゼロ大作戦

「アジェンダ 21」とは「21世紀への検討課題」という意味。
「京のアジェンダ 21フォーラム」では、市民・事業者・行政が力を合わせて
環境と共生できるまちの姿を描いていきます。

情報誌

春
2020

第64号

京京京京 のアジェンダ21フォーラム ニュースレター

京
みやこ

エコロジーセンター再生可能エネルギー100％プロジェクトスタート
パリ協定がスタートした2020年、京都市の環境学習や環境保全活動の輪を広げるための拠点施設で

ある「京（みやこ）エコロジーセンター」（指定管理者：公益財団法人京都市環境保全活動推進協会）
において、使用するエネルギーを再生可能エネルギー100％にする中で、その際の手法や課題などを公
表し、他の施設や事業所などの再生可能エネルギー100％化を進めるためのプロジェクトをスタートさ
せます。

これは、京都市が「2050年までの二酸化炭素排出量正味ゼロ」を目指すことを表明したことや、
SDGsの目標達成につながることが期待できるため、京のアジェンダ21フォーラムの持つ機能である
「プラットフォーム機能」「政策提言」「社会実験」を活かすリーディングプロジェクトとして位置づけ
たいと考えています。

まずは、京エコロジーセンターでの電力契約の見直しと、協会として「自然エネルギー100％プラット
フォーム」や「再エネ100宣言RE Action」への参加・宣言の準備を始めています。経過は随時、WEB
サイト等で公表していく予定ですので、ぜひご覧ください。

（参考）自然エネルギー100％プラットフォーム　https://go100re.jp/
　　　　再エネ100宣言RE Action　https://saiene.jp/

京エコロジーセンターに設置されている太陽光パネル

　

読
者
が
家
庭
で
エ
コ
な
暮
ら
し

を
意
識
・
実
践
し
、
エ
コ
セ
ン
へ

来
館
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
た

め
に
、
広
報
誌
「
え
こ
せ
ん
」
を

年
間
で
６
回
発
行
（
各
５
５
０
０

部
）。
発
行
し
た
広
報
誌
は
、
エ

コ
セ
ン
館
内
や
区
役
所
、
図
書
館
、

児
童
館
、
京
都
市
動
物
園
等
、
市

内
各
所
に
配
架
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
誌
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
京
の

く
ら
し
と
人
と
エ
コ
」
を
意
識
し

た
、
読
み
や
す
い
誌
面
づ
く
り
を

行
い
、
家
庭
で
取
り
組
め
る
エ
コ

ラ
イ
フ
の
紹
介
の
ほ
か
、
京
エ
コ

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
や

施
設
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
幅
広
く
環

境
問
題
に
つ
い
て
学
べ
る
環
境
副
読

本
（
小
学
４
年
生
用
、
５
年
生
用
、

中
学
生
用
）
を
作
成
し
、
市
内
す
べ

て
の
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
に
配
付

し
ま
し
た
。

　

市
民
の
環
境
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
啓
発
冊
子
を
作
成
し
ま
し

た
。「
持
続
可
能
な
都
市
文
明
の
構

築
を
目
指
す
京
都
宣
言
」「
Ｉ
ｐ
Ｃ

Ｃ
京
都
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
１
．５
℃

を
目
指
す
京
都
ア
ピ
ー
ル
」
等
を
紹

介
す
る
冊
子
を
６
０
０
０
部
発
行
し

ま
し
た
。

　

ご
み
減
量
に
つ
な
が
る
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
転
換
の
ヒ
ン
ト
や
、
京
都
市

ご
み
減
量
推
進
会
議
に
関
わ
る
各
団

体
の
活
動
報
告
等
を
掲
載
し
た
広
報

誌
を
、
年
４
回
発
行
し
ま
し
た
（
各

２
５
０
０
部
）。

　

京
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム

会
員
及
び
市
民
、
事
業
者
な
ど
に
対

し
て
、世
界
の
動
き
や「
京
の
ア
ジ
ェ

ン
ダ
21
」
の
推
進
に
つ
い
て
情
報
発

信
す
る
広
報
誌
を
、
年
２
回
発
行
し

ま
し
た
（
各
１
０
０
０
部
）。

　

京
都
市
内
の
各
地
域
で
実
施
さ
れ

て
い
る
エ
コ
活
動
を
紹
介
す
る
８

ペ
ー
ジ
の
冊
子
を
、
５
４
８
０
０
部

発
行
し
、
京
都
市
内
の
全
戸
に
回
覧

し
ま
し
た
。

◆
広
報
誌「
え
こ
せ
ん
」

◆
環
境
副
読
本

◆
啓
発
冊
子

◆
情
報
誌「
こ
ご
み
日
和
」

◆
情
報
誌「
あ
じ
ぇ
ん
だ
」

◆
エ
コ
学
区
か
い
ら
ん
ば
ん
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２
０
０
１
年
、
京
都
市
環
境
事
業

協
会
（
現
・
京
都
市
環
境
保
全
活
動

推
進
協
会
）
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
ま

も
な
く
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
私

が
大
学
で
、「
学
生
が
近
隣
の
小
学

　

近
年
、
記
録
的
な
大
雨
が
毎
年
の

よ
う
に
日
本
各
地
を
襲
い
、
多
く
の

犠
牲
者
が
出
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
、
森

校
で
環
境
授
業
を
実
施
す
る
」
と

い
う
演
習
を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は

２
０
０
３
年
で
し
た
が
、
当
初
か
ら

環
境
の
重
要
性
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
修
の

場
と
し
て
、
エ
コ
セ
ン
を
見
学
さ
せ

て
頂
い
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
来
場

者
と
接
し
て
い
る
エ
コ
メ
イ
ト
の
方

に
お
話
を
伺
え
る
こ
と
、
ス
タ
ッ
フ

の
方
に
「
子
ど
も
向
け
授
業
」
を
実

践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
学
生
た

林
火
災
を
は
じ
め
様
々
な
自
然
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化

が
一
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら

の
現
象
は
、
急
速
な
環
境
の
変
化
に

地
球
が
悲
鳴
を
上
げ
て
い
る
シ
グ
ナ

ル
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

ま
さ
に
、
世
界
中
が
結
束
し
て
環
境

問
題
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
地
球
温

暖
化
対
策
を
次
の
段
階
へ
と
進
め
て

い
く
時
期
で
す
。

　

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
転
換
点
と

な
っ
た
２
０
１
９
年
は
、
貴
協
会
の

高
月
紘
理
事
長
、
新
川
達
郎
「
京
の

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
事
業

運
営
委
員
長
な
ど
多
く
の
方
々
と
と

も
に
「
１
．５
℃
を
目
指
す
京
都
ア

ピ
ー
ル
」
を
発
表
し
、「
２
０
５
０

年
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
正
味
ゼ
ロ
」
を
掲

げ
た
年
で
す
。
さ
ら
に
、
貴
協
会
、

京
都
市
ご
み
減
量
推
進
会
議
並
び
に

京
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

３
つ
の
団
体
が
統
合
を
果
た
さ
れ
た

年
で
も
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
社

会
を
実
現
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
経
験
や
強

み
を
集
結
さ
せ
、
環
境
保
全
の
取
組

を
一
層
推
進
し
て
い
か
れ
る
こ
と
を
、

大
変
心
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
世
界
中
の
社
会
・
経
済

が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
経
済
の
立
て
直
し
と
同

時
に
、脱
炭
素
社
会
を
実
現
す
る「
緑

の
回
復（
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
）」

を
求
め
る
動
き
が
世
界
で
加
速
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
流
れ
に
乗
り
、

２
０
５
０
年
に
向
け
た
筋
道
を
確
固

た
る
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
、
環

境
活
動
の
担
い
手
育
成
、
人
と
人
と

を
つ
な
げ
る
貴
協
会
の
御
活
動
に
、

大
き
な
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
引
き
続
き
、
市
民
ぐ
る

み
で
日
本
を
、
そ
し
て
世
界
を
牽
引

す
る
環
境
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
令
和
」
の
時
代
が
「
脱
炭
素
」
の

時
代
と
な
る
よ
う
、
共
々
に
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

は
少
な
い
な
か
、
様
々
な
主
体
の
議

論
と
協
働
の
結
実
し
た
素
晴
ら
し
い

成
果
を
い
つ
も
ま
ぶ
し
く
拝
見
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
私
自
身
が
大
阪
ご
み
減
量

推
進
会
議
の
代
表
を
務
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
京
都
市
ご
み
減
量
推
進
会

議
の
実
践
活
動
に
い
つ
も
学
ば
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
（
２
０
１
９
年
４
月
）、

協
会
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
、
ご
み
減
、
の

３
つ
の
組
織
が
統
合
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
３
組
織

の
統
合
に
、
協
会
の
理
事
と
し
て
関

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
い

感
慨
を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
統
合
に
私
が
期
待
す
る
こ
と

は
、
積
極
的
な
政
策
提
言
を
通
じ
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
パ
ワ
フ
ル
に
社
会

課
題
を
解
決
で
き
る
組
織
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
開
催
の
地
と
し
て
の
プ

ラ
イ
ド
と
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
実
績

を
胸
に
、
協
働
と
創
造
を
通
じ
て
、

世
界
に
京
都
モ
デ
ル
を
発
信
す
る
組

織
と
し
て
、
そ
の
発
展
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

ち
に
と
っ
て
大
き
な
収
穫
と
な
り
、

大
阪
の
小
学
生
に
も
環
境
マ
イ
ン
ド

の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
京
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
１
９
９
２
年
の
地

球
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
ア

ジ
ェ
ン
ダ
21
」
の
地
方
版
の
実
践
組

織
と
し
て
、「
Ｋ
Ｅ
Ｓ
」
や
「
省
エ

ネ
ラ
ベ
ル
」
の
創
設
な
ど
、
全
国
の

環
境
経
営
や
政
策
に
多
大
な
影
響
を

与
え
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
日
本
に

お
け
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
活
動
を
リ
ー
ド

し
て
き
た
組
織
で
あ
り
、
実
効
性
を

持
っ
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
組
織
が
国
内
で

社
会
課
題
の
解
決
へ
力
強
く
踏
み
出
そ
う

パ
ー
ト
ナ
ー
の
声

「
令
和
」の
時
代
を「
脱
炭
素
」の
時
代
へ

パ
ー
ト
ナ
ー
の
声 花田 眞理子さん門川 大作さん

大阪産業大学
人間環境学研究科 教授京都市長

「1.5℃を目指す
京都アピール」
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役　職 氏　名 所属・役職

理事長 高月　紘 京都大学 名誉教授

専務理事 田中 ひづる 公益財団法人 京都市環境保全活動推進協会事務局長

理　事

杦本 育生 特定非営利活動法人 環境市民 代表理事

田浦 健朗 特定非営利活動法人 気候ネットワーク事務局長

橋本 直子 株式会社 Hibana 代表取締役

花田眞理子 大阪産業大学 大学院 人間環境学研究科 教授

久山喜久雄 フィールドソサイエティー代表

新川 達郎 同志社大学大学院総合政策科学研究科教授 政策学部教授

山中かおり 京都市環境政策局地球温暖化対策室担当部長

監　事
野村 克章 税理士

水口 重忠 元京都市伏見区長

役　職 氏　名 所属・役職

評議員

浅利 美鈴 京都大学 地球環境学堂 准教授

市川 智史 滋賀大学 研究推進機構 教授

中田富士男 京都市ごみ減量推進会議会長

永橋 爲介 立命館大学 産業社会学部 教授

長屋 博久 有限会社 村田堂 取締役

原　　強  京都循環経済研究所 所長

 粂　善子 有限会社 思風都 代表取締役会長

 周　瑋生 立命館大学 政策科学部 教授

 田中　克 京都大学 名誉教授

安部 孝幸 株式会社京都銀行 公務・地域連携部 観光・地域活性化室長

南山 泰宏 京都教育大学環境教育実践センター 教授

◇役員名簿 （敬称略・順不同・2020年3月31日現在）

◇組織図
（2020年3月31日現在）

◇職員数 （2020年3月31日現在）

※事務局長は、専務理事が事務取扱としている。また、事業課長のうち1名は、事業部長が事務取扱としている。事務取扱対象者は、（　）で表示している。

公益財団法人 京都市環境保全活動推進協会 事業運営体制
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Ｋ
Ｅ
Ｓ
（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
は
、

京
都
発
の
環
境
管
理
規
格
で
、
全
国
約
５
０
０
０

の
事
業
所
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
１
９
９
８
年
、

京
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
発
足
し
、
中

小
企
業
向
け
環
境
管
理
規
格
の
検
討
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
そ
し
て
１
９
９
９
年
に
、
Ｋ
Ｅ
Ｓ
初
版

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
０
３
年
８

月
に
Ｋ
Ｅ
Ｓ
ス
テ
ッ
プ
２
を
取
得
し
、
館
内
で
働

く
職
員
及
び
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
員
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
基
本
理
念
「
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
は
、
地
球
環
境
の
保
全
が
人
類
共
通
の
最
重

要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
全
組
織

を
挙
げ
て
環
境
負
荷
の
低
減
に
努
力
し
ま
す
」
の

も
と
、
２
０
１
９
年
度
は
次
の
項
目
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

【
取
組
項
目
】

　

①
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
化
の
推
進

　

②
紙
の
使
用
量
の
削
減

　

③
環
境
啓
発

　

④
産
業
廃
棄
物
の
再
資
源
化
の
推
進

　

⑤
生
物
多
様
性
を
高
め
る
活
動

総　務　課 事　業　部

理事長 専務理事 事務局長 課長 事務職員 臨時職員 小　計 部長 課長 課長補佐 事業職員 事務職員 研修職員 再雇用
職員 臨時職員 小計 合計

1 1 （１） 1 3 ２ ６ 1 3 （１） 1 11 1 ７ １ ４ 29 37

評議員会
理事会
事務局

総務課

事業部

事業第一課

指定管理事業担当
国際事業担当

ごみ減量課 アジェンダ課

事業運営委員会
ごみ減量事業運営委員会（京都市ごみ減量推進会議）

京のアジェンダ21フォーラム事業運営委員会

事業第二課

KES（環境マネジメントシステム）の取組

KES周辺清掃活動の様子

南部 CC 学習施設管理運営事業担当



事　　　業 主な方向性

(1) 環境意識の普及、啓発に関する事業 ①地域社会との連携を深める

(2) 環境情報の発信事業 ⑥発信力の強化

(3) 環境保全に関する調査、研究に関する事業 ⑤環境学習ツール・プログラム開発力の強化

(4) 環境教育及び人材育成に関する事業 ③人材育成

(5) 環境保全のための市民、事業者等との連携、支援に関する事業 ②パートナーシップをこれまで以上に

(6) 環境意識の向上のための国際的な連携、支援に関する事業 ①地域社会との連携を深める

(7) 環境保全活動に関する施設の管理運営 ⑤環境学習ツール・プログラム開発力の強化

(8) その他、この法人の公益目的を達成するために必要な事業

【達成目標】
協会が様々なテーマ・関わり方で、地域で活躍
する団体との協力関係をつくり、地域社会の特徴・
生活圏・課題に沿った各地域拠点での主体的な

「環境に配慮した地域活動」をつくるノウハウが、
京都市以外にも提供できるようになっている。

【達成目標】
「情報を発信する」ことで、様々な

人・組織の共感・信頼を得て、そ
の協力の中で、より質の高い事業
を展開することができている。

（新たな事業分野に取り組むことが
できている。／これにより、財源
の多様化が進み、協会の自立性が
高まっている。）

【達成目標】
環境分野の活動における中間支援組織
の役割を担っており、様々な主体を適
切につなぎ、パートナーシップ型の事
業展開を支援している。これにより、
京都の中での様々なパートナー同士の
ネットワークを形成し、京都の環境ソー
シャルキャピタルを醸成・向上させる
役割を担っている。

【達成目標】
2020 年に引き続き、社会のニー
ズや対象者の発達段階をふま
え、魅力あるテーマ・内容のプ
ログラムを開発し、実施してい
る。また地域へのアウトリーチ
を促進し、地域における人材育
成をより進めるために、これま
で以上に幅広い対象にあわせた
モデルプログラムを開発し、実
施する。さらに開発・実施の過
程で得たノウハウを京都内外へ
広く発信することで対価を得る
ことにつなげる。

【達成目標】
京都の環境保全活動・環境教育のノウハウが協
会において整理され、協会を通じて国内外で応
用できる体制が整っており、アジアをはじめとす
る世界からも注目される存在となっている。

【達成目標】
2020 年までに整えたプログラムを
もとに、「動かす人・つなぐ人・し
かける人」を育てるためのモデル
事業が複数地域において実施され
ている。

2025
達成目標
第２フェーズ

地域社会との
連携を深める

発信力の強化

パートナーシップを
これまで以上に

人材育成

京都における
環境保全活動・
環境教育のノウハウを
全国・世界へ波及

環境学習ツール・
プログラム開発力
の強化

1

2

3
4

5

6

39



中長期計画

― 協会が目指すもの ―

環境に配慮した
市民の自主的な行動による
地域社会づくりに寄与すること。

そのための
ミッション・ビジョンに

基づく事業取組と
主な方向性の関連一覧

【達成目標】
協会は様々なテーマ・関わり方で、地域で活躍す
る団体との協力関係をつくり、地域社会の特徴・
生活圏・課題に沿った各地域拠点での主体的な

「環境に配慮した地域活動」が、モデルとして実
験され継続実施している。

【達成目標】
センター事業はもちろん、それを
包括して「協会」としての事業や
業績を広く周知するための体制

（人、ソフト、ハードなど）が整っ
ており、効果的な情報発信（必要
な人に、必要なタイミングで、必
要な量と質の情報を、発信）がで
きている。これにより、協会として
の新たな事業連携先や顧客になり
得るところに情報が発信され、関
係性が構築されている。

【達成目標】
協会の様々な事業が、パートナー
シップ型で推進され、多くのパー
トナーとの関係性が構築されて
い る。また、組 織 の 経 営・ 運
営にもかかる新しいパートナー
シップ型のモデルができている。

【達成目標】
プログラム開発にあたっては社
会のニーズや対象者の発達段階
を踏まえ、魅力あるテーマ・内
容のプログラムを開発し、実施
している。また地域へのアウト
リーチを促進し、地域における
人材育成を進めるために、環境
分野だけでなく様々な団体との
パートナーシップにより、それ
ぞれの地域や対象にあったモデ
ルプログラムを開発し、実施し
ている。

【達成目標】
京都におけるパートナーシップによる気候変動
対策・都市型環境教育推進をはじめとした様々
なローカルモデルが日本国内の他の地域だけ
でなく、アジアをはじめとした世界でも展開
されている（少なくとも１か国以上での展開）。
協会はそのコーディネートの中核として、京都
の各種団体のノウハウを活かし、世界へ発信
する役割を担っている。

【達成目標】
協会は、人材育成のステップ「知っ
ている人→伝える人・動く人→動
かす人・つなぐ人・しかける人」
のなかで、ボランティア事業とし
ては「知っている人」、「伝える人・
動く人」を育てることを重点化し
ている。また、地域において「動
かす人・つなぐ人・しかける人」
の人材育成を図るため、必要なプ
ログラムを整えている。

2020
達成目標
第１フェーズ

地域社会との
連携を深める

発信力の強化

パートナーシップを
これまで以上に

人材育成

京都における
環境保全活動・
環境教育のノウハウを
全国・世界へ波及

環境学習ツール・
プログラム開発力
の強化

1

2

3

4

5

6
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沿 革
協会の歩み（概要）

1
平成６年

994
1

平成４年

992

1
平成７年

995
1

平成８年

996

1
平成10年

998
1

平成９年

99 7

1
平成11年

999
2

平成12年

000
2

平成13年

00 1
2

平成14年

002
2

平成17年

005
2

平成18年

006
2

平成21年

009
2

平成23年

011
2

平成24年

012
2

平成25年

013
2

平成26年

014
2

平成27年

015
2

平成28年

016
2

平成29年

017
2

平成30年

018
2

令和元年

019
　当協会の前身である財団

法人京都市環境事業協会は

2001 年に設立され、パート

ナーシップで環境学習や環境

保全活動の輪を広げていくた

めの拠点施設として、2002

年に「京都市環境保全活動セ

ンター（京エコロジーセン

ター）」が開館しました。

　京エコロジ―センターは、

1997 年に「地球温暖化防止

京 都 会 議（COP3）」 が 開 催

されたことを記念して開設さ

れた施設であり、協会は同セ

ンターの管理運営を通して、

市民の皆さまとともに歩んで

まいりました。

　2014 年には「公益財団法

人京都市環境保全活動推進協

会」へと改称し、2019 年に

は協会と京都市ごみ減量推

進会議、京のアジェンダ 21

フォーラムの 3 団体が組織

統合しました。

　これからも持続可能な社会

の実現を目指して、国内外

で、市民・事業者・行政・教

育機関と連携を強め、広く環

境保全活動を推進することに

より、環境に配慮した市民の

自主的行動による地域社会づ

くり寄与できるよう、さらな

る歩みをすすめていきます。

京のアジェンダ21フォーラム設立20周年

持続可能な都市文明の構築を目指す京都宣言
（京都議定書誕生20周年記念「地球環境京都会議2017（KYOTO+20）」）

京都市ごみ減量推進会議設立20周年

京エコロジ―センター指定管理者を受任（第3期）

京エコロジ―センター開館10周年（4月21日）

京エコロジ―センター指定管理者を受任（第2期）

京エコロジ―センター指定管理者を受任（第1期）

国連環境開発会議（地球サミット リオデジャネイロ）

国連気候変動枠組条約第21回締約国会議（COP21）にてパリ協定採択
協会中長期計画策定

京都市南部クリーンセンター環境学習施設「さすてな京都」開館（10月6日）
京エコロジ―センターの開館以来の来館者数が150万人を達成（9月10日）
1.5℃を目指す京都アピール（IPCC第49回総会京都市開催記念シンポジウム
脱炭素社会の実現に向けて／5月11日）
京都市ごみ減量推進会議、京のアジェンダ21フォーラムと組織統合（4月1日）

京エコロジ―センターの開館以来の来館者数が100万人を達成（7月18日）
公益財団法人京都市環境保全活動推進協会に改称（4月1日）

改正京都市地球温暖化対策条例施行（4月1日）
京エコロジ―センター第2期中長期計画策定（3月）

京エコロジ―センター開館（4月21日）
京エコロジ―センターの運営開始（4月）

京エコロジ―センターの環境ボランティア養成を開始（9月）
財団法人京都市環境事業協会設立（2月）

建設工事着工
環境学習・エコロジ―センター（仮称）事業検討委員会、企画委員会を設置

環境学習・エコロジ―センター（仮称）基本構想策定懇話会を設置
京のアジェンダ21フォーラム設立（11月）

国連気候変動枠組条約第3回締約国会議（COP3）にて京都議定書採択
京都市が「京のアジェンダ21」を策定

新京都市環境管理計画策定（COP記念センター構想）
京都市ごみ減量推進会議設立（11月）

国連気候変動枠組条約第1回締約国会議（COP1 ベルリン）
京都市廃棄物減量等推進審議会

（市民・事業者・行政3者協働のごみ減量の取組の必要性を位置づけ）

京都市一般廃棄物処理基本構想策定
（ごみ問題の学習拠点施設の必要性を位置づけ）

環境学習・エコロジ―センター基本計画を策定

京エコロジ―センター中長期計画を策定
京都市地球温暖化対策条例施行（4月1日）
京都議定書発効（2月16日）



　環境を切り口にした講座やワークショップ
の講師を派遣します。また、セミナーやシン
ポジウム等に職員を派遣し、環境学習や環境
保全活動の場づくりをお手伝いします。

　環境学習施設の運営・展示の開発・市民活動
団体の支援やネットワーク化・ボランティア等
市民参画の仕組みづくり等を支援します。

　公益財団法人京都市環境保全活動推進協会は、京エコロジーセンターやさすてな京都の管理
運営、環境ボランティアの養成・マネジメント、地域に入り込んだ環境まちづくりの支援等の
事業を通じ、これまで様々な経験とノウハウを蓄積してきました。その積み重ねと職員それぞ
れのスキルを生かし、皆様の活動に関する多様なニーズにお応えします。

●住　所 〒612-0031　
京都市伏見区深草池ノ内町13　京エコロジーセンター内
☎075-641-0911　FAX 075-641-0912

京エコロジーセンター（京都市環境保全活動センター）
●開館時間
●休館日

 9時〜21時 （1・2階展示室は17時まで） 
 木曜日 （祝日の場合は翌平日）

●アクセス 【 京阪電車】　
藤森駅：下車、西へ徒歩約５分

【地下鉄・近鉄】
竹田駅：下車、東へ徒歩約12分

【市バス】
105・南５・臨南５・南８

「青少年科学センター前」
下車、南へ徒歩約２分

インフォメーション
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●京エコロジーセンターブログも
　ご覧ください
●京都市ごみ減量推進会議
●京のアジェンダ21フォーラム

https://www.miyako-eco.jp
https://www.miyako-eco.jp/blog/
https://kyoto-gomigen.jp
http://ma21f.jp

本報告書に掲載した情報以外にも様々な情報を発信しています。

私たちと一緒に持続可能な
地域社会づくりに取り組みませんか？

講師の派遣 コンサルテーション

公益財団法人
京都市環境保全活動推進協会 HP

https://keaa.or.jp/

HP のメールフォーム・電話、または直接来館にて
お気軽にご相談ください。

　当協会は、持続可能
な社会づくりに向けた取
組を行っています。この
取組を今後も継続する
ために、寄付金を受け付
けています。ご支援とご
協力をお願いします。
　詳細は協会HPをご覧
ください。

ご寄付について

当協会は、持続可能な社会
づくりに向けた取組を行っ
ています。この取組を今後
も継続するために、寄付金
を受け付けています。ご支
援とご協力をお願いします。
詳細は協会HPご覧ください。

ご寄付について



公益財団法人
京都市環境保全活動推進協会

事業報告書
2019

〒612-0031 京都市伏見区深草池ノ内町13　☎ 075-641-0911　FAX 075-641-0912

●用紙：適切に管理された森林の木材を利用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ・ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
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